
 

学校評価に関する参考資料(小･中学校編) 
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平成１８年３月 

 

栃木県総合教育センター 



は じ め に 

 

 各学校では、保護者や地域の人々と連携を深め、家庭や地域とともに児童生徒を

育てていくという視点に立ち、開かれた学校づくりを推進しているところです。 

 平成 14 年３月には、「小学校設置基準」及び「中学校設置基準」の制定、「高等学校設

置基準の一部改正」などが行われ、学校はこれまで以上に、教育活動や学校運営の改善につ

ながるような自己評価のシステムを確立するとともに、取組の過程や成果を保護者や地域の

人々に対して分かりやすく説明することが必要となっています。 

栃木県教育委員会では、平成 17 年３月に学校評価を行う指針となる、「学校評

価の手引き」を作成し、児童生徒や地域の実情に応じて創意工夫した学校評価シス

テムを確立し、学校の現状や教育目標などに合わせた適切な学校評価が計画・実施

されるよう推進しています。 

 現在、多くの学校では、児童生徒や保護者、学校評議員などとの関わりを重視して、学校

評価の改善に積極的に取り組んでいます。 

 総合教育センターでは、平成15 年度より「学校評価システムの在り方」を研究テーマと

し、学校の自主的・自律的な教育活動の推進に向けた学校評価の在り方について調査研究を

進めてきました。また、本年度は、「学校評価Ｑ＆Ａ－明日の学校づくりのために－」をリ

ーフレットにまとめ、校内研修資料として全教職員に配付しました。 

 以上のことを踏まえ、本冊子は、小・中学校における学校評価の取組状況について、聴き

取り調査を行いまとめたものです。各学校においては、教育活動や学校運営の改善につなが

る学校評価システムを確立し、家庭や地域に一層信頼される、開かれた学校づくりを進める

ために、本冊子をご活用ください。 

 終わりに、調査にご協力をいただいた小・中学校及び関係機関に深く感謝申し上げます。 

 

平成 18 年３月 

 

                                            栃木県総合教育センター所長   

                                                      佐 藤 信 勝  
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Ⅰ 調査の概要 
 

１. 調査の目的 

本県教職員の学校評価への取組に対する意識調査を通して、従来から取り組んできた

学校評価の成果や課題について明らかにする。また、小・中学校で行われている充実し

た学校評価の取組について聴き取り調査を行い、それぞれの学校に合った取組を推進す

るための参考資料を作成し、学校評価システムを生かした学校経営の改善に資する。 

 

２. 調査方法 

（１）質問紙による教職員の意識調査 

（２）小・中学校への聴き取り調査 

 

３. 調査時期 

（１）教職員の意識調査 

平成17年５月～６月 

（２）小・中学校への聴き取り調査 

平成17年６月～７月 

 

４. 調査対象者及び調査協力校 

（１）教職員の意識調査 

５年目研修受講者  49名（小学校 24名、中学校 25名） 

10年目研修受講者 153名（小学校 74名、中学校 79名） 

      20年目研修受講者 283名（小学校160名、中学校123名) 

（２）小・中学校への聴き取り調査 

・ 宇都宮市立泉が丘中学校 

・ 日光市立安良沢小学校 

・ 二宮町立物部小学校 

・ 下野市立国分寺中学校（旧国分寺町立国分寺中学校） 

・ 矢板市立矢板小学校 

・ 那須塩原市立黒磯中学校 

・ 那須烏山市立烏山小学校（旧烏山町立烏山小学校） 

・ 佐野市立葛生中学校 
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Ⅱ 学校が抱えている学校評価の問題 

ここでは、学校評価に関してよく見かけるワンシーンを示しています。このようなワン

シーンに心当たりはありませんか？ 

Ⅳ章に掲載している一つ一つの事例は、このワンシーンに出てくる問題を解決する示唆

を与えてくれるものと思われます。より充実した学校評価を推進する際の手がかりとして

ご活用ください。 
 

1. 自己評価の進め方 
夏休みが近づいたある日、ある小学校の職員会議の出来事です。教務主

任から夏休み前の職員会議時に連絡がありました。 
 

 
 
 
 
 
 

 
しかし、普段から学校評価の実施の仕方や活用方法に疑問を抱いていた教職員からは、

職員会議終了後次のような会話が聞かれました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分が関わっていない校務分掌の内容を評価するの

は難しいな…。どのような基準でＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄを付

けるのかも、よく分からないし・・・。 

ＣやＤを付けるのは担当の先生に悪いので、ＡかＢ

を付けることになっちゃうな。 

今年もこの学期末の忙しい

時期に学校評価を実施するの

ね。毎年同じ項目で同じよう

に評価して(評価表に書いて)

いるけど、いつも集計して終

わりよね。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの

ランク付けするだけで意味が

あるのかしら？ 

Ｃ、Ｄ評価をつけた項目に

は、毎回私なりに改善策を書

いているけれど、それらを担

当が集計表にまとめて終わ

り。いつも私たちにはその結

果を配られるだけ。運営委員

会で、検討しているみたいだ

けど、見直し策について全教

職員が理解して取り組もうと

しているのかしら。 

夏休みを２週間後に控え、成績処理等で忙しいこととは思います

が、１学期の教育活動について学校評価をお願いします。評価をも

とに２学期の教育活動の改善に生かしたいと思います。提出しても

らった評価表を集計して、運営委員会で見直し、改善の具体策を検

討していきたいので、７月末までに担当まで提出してください。 

シーン１ 
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学校評価実施要項 
１ 評価項目 
(１)教育目標(内容・具現化・編成) 
(２)教育課程（編成・運営） 
(３)学校経営（組織・運営・研修・施設・事務・
予算） 

(４)学年経営（計画・運営）  
(５)学習指導（各教科・道徳・総合的な学習の時
間） 

(６)特別活動（学級活動・クラブ活動・児童会活
動・学校行事） 

(７)各種教育（人権教育・情報教育・図書館教育・
その他） 

(８)現職教育（校内研修・学校課題・３あい運動）
(９)児童指導（児童指導・教育相談・交通安全指
導） 

(10)環境教育（内容・清掃・環境美化） 
(11)健康安全教育(健康安全指導・給食指導・業
間・休み時間) 

(12)ＰＴＡ関係（ＰＴＡ活動・地域連携）等、 
２ 実施時期  ２月上旬 
３ 実施方法 
 ・記名による４段階評価と記述式 
４ 評価の活用と公表 
 ・問題点を整理し、個人、学年、係、全 
体の各レベルで検討する。 
・結果をまとめ、職員に公表し、職員会議
で話し合う。 

 １月末のある日、ある中学校の職員会議の出来事です。教務

主任から学校評価に関する次のような提案がありました。 
 
 
 
 
 
 
教務主任は、４月に示された学校の重点課題と具体的な努力点の達成状況を130項目か

ら評価しようと、実施要項と評価表を作成して教職員に配付しました。しかし、配付後、

教職員からは次のような声が聞かれました。                 
重点課題と具体的な努力点 

１ 心の教育の充実 
ア 道徳の時間を充実させるとともに、道徳教育全体計画の具現化を図る。 
イ  スクールカウンセラーとの連携を深め、学業や生活に関する教育相談を充 
実させる。 

ウ 郷土の文化や歴史・伝統の理解に努めると共に、地域活動や体験学習を充

   実させる。 
２ 確かな学力の育成 
 ア 個に応じた充実感のある授業を展開し、基礎的・基本的事項を確実に定着

   させる。 
イ  体験的な学習や問題解決的な学習を推進し、学習意欲を喚起するよう努め
る。 

ウ 学校や生徒の実態を考慮し必修教科との関連を重視した選択教科を推進 
する。 

３ 体力の向上と健康・安全教育の充実 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 進路指導の充実 
ア 生徒が自らの生き方を考え、主体的に進路を選択できるような進路指導を
推進する。 

イ  多様化する生徒のニーズに対応できるような進路資料の整備充実に努める。
ウ  進路指導の全体計画及び各学年指導計画の完全実施に努める。 
７ 情報教育の充実 
ア 各教科・領域等においてコンピュータや情報通信ネットワークを積極的に

      活用する。 
イ  説明責任を果たし、情報を発信する学校ホームページを充実させる。 
８ 教職員研修の充実と資質の向上 
ア 職責感や使命感を高揚させ、指導力や社会性を高める研修を進める。 
イ  教科指導や生徒理解の資質を高めるために授業等を通した研修を進める。
ウ 教科・領域等の学習評価や学校評価の在り方に関する研修を進める。 
エ 性教育・人権教育及び特別支援教育に関する研修を進める。 

４月に校長から学校経営方針が出され、学校が取り組むべき重点課

題(目標)と具体的な努力点が示されました。先生方は各自重点目標を達
成すべき、この一年間様々な教育活動に取り組んできたと思います。

２月にそれらを総括した評価を行い、次年度に生かす具体策づくりを

進めていきますので、次の実施要項に沿って学校評価をお願いします。 

評価項目が 130 項目と
多くて困ったな…。一度
に全項目をきちんと評価
するなんて難しいな。  

シーン２ 

この１年、自分なりに一所懸命取り組んできたけれど、
全ての努力点について同程度に力を注いでいたわけではな
いし・・・。 
そう言えば、先生方は各自各様に重点課題に取り組んで

きたよな・・・。果たして重点課題についてどれだけ成果
が上がったのだろうか？
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2. 外部評価の進め方と公表の仕方 
 12 月になったある日の、ある中学校における朝の打ち合わせのことです。

教務主任から次のような連絡がありました。 

早速、学年部会で外部評価の進め方について打ち合わせが持たれました

が、その席では、次のような会話が聞かれました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多様な価値観をもつ保護者が

多くなり、保護者によって評価

にばらつきが予想されます。 
生徒による授業評価も、教育

効果を考えると生徒にとってマ

イナス面が多いと思うな。 私は、前に学級経営

についてアンケートを

とったら、生徒、保護

者の切なる願いが感じ

取れたわ。｢学校｣の考

えと「保護者」の受け

取り方に違いがあるこ

とも分かったし、学校

はもっと積極的に情報

を発信しなければなら

ないと思うわ。 

学校の内情をあまりよく知らな

い地域の人や学校評議員にきちん

とした評価は難しいと思います

よ。偏った情報で学校の在り方を

左右されたくないな。 

評価イコール批判と感

じる我々も反省すべきだ

と思いますよ。保護者や地

域の方々の意見を真摯に

受け止め、よりよい実践を

していけば、結局それは生

徒に還元されるのですか

ら。保護者も、より一層学

校に関心を持ち、協力もし

てくれるのではないでし

ょうか。 

今までは学校の在り方を教職員だけが振り返り、評価し、次年度

の学校行事や教育活動に生かしてきました。しかし、今年度は学校

が取り組んできた教育活動に関して、保護者による学校評価を行い

ます。評価の結果をもとに、次年度の教育活動の改善策を検討し、

改善案を保護者や地域の方々に提示していきたいと思います。 

シーン３ 

外部評価を実施する

のはいいけど、その評価

結果を公表するには、ど

のようにするのが効果

的なのかな？ 

私たちが実施する学

校評価の結果は、保護者

や地域の人たちに公表

するのかしら？ 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

心身共に健康で，たくましい子が育ってきていると思いますか

情操豊かで，明るく思いやりのある子が育ってきていると思いますか

自ら学び，進んで創造する子が育ってきていると思いますか

学校は特色のある学校であると思いますか

学校は教育目標や学年・学級目標等を保護者に分かりやすく伝えている

学校は一人一人を大切にして教育を行っていると思いますか

学校は、保護者や地域の願いに応えた取組をしていますか

よくあてはまる だいたいあてはまる 普通 あまりあてはまらない まったくあてはまらない

ある小学校では、よりよい開かれた学校をつくるため、従来行われてきた

教職員による年度末の反省や改善点の提言に加え、学校のことについて保護

者からアンケートを行い、改善策を検討することになりました。 

「学校に関して率直なご意見をお聞きするため、下記のアンケートを実施いたします。

結果をまとめて、今後の学校教育に生かしたいと思いますので、ご協力をお願いいたしま

す。」と、児童を通してアンケート用紙が配られました。 

アンケートの内容は、次のようなものでした。 

学校の取組に関する次の各項目について、Ａ～Ｅの中から当てはまるものを選び、回答欄にご記入ください。 

Ａ よくあてはまる  Ｂ だいたいあてはまる Ｃ 普通 Ｄ あまりあてはまらない Ｅ まったくあてはまらない

① 学校は、保護者や地域の願いに応えた取組をしていますか。 

② 学校は一人一人を大切にして教育を行っていると思いますか。 

③ 学校は教育目標や学年・学級目標等を保護者に分かりやすく伝えていると思いますか。 

④ 学校は特色のある学校であると思いますか。 

⑤ 自ら学び，進んで創造する子が育ってきていると思いますか。 

⑥ 情操豊かで，明るく思いやりのある子が育ってきていると思いますか。 

⑦ 心身共に健康で，たくましい子が育ってきていると思いますか。 

            ： 
 

しかし、アンケートをもらった保護者からは、次のような声が聞かれました。 

 

 

 

  

 

 

 
集計結果

保護者へは、どのようにして学校の取組や評

価の結果を伝えていけばいいのだろうか？ 

シーン４ 

集計結果のデータはとても
分かりやすく参考になったの
ですが、信頼性という点でいか
がでしょうか？ 
また、このデータの集計だけ
では、学校がこの結果からどう
改善していくのか肝心なとこ
ろが分からないですよね。 

すばらしいアンケートで、「ふーん そうなのか」と思ってしまうことばかりだ
ったので、ためになりました。ただ、そんな「学校の取組アンケート」ですが、保
護者の中には、よくわからないから真ん中辺りでいいや、なんていう人が結構多い
ように思います。「難しくって」、「わかんないよねー」なんて言っている保護者
の方はいます。私も娘からアンケートをもらっても、しょっちゅう学校に行ってい
るわけではないので、学校の取組については、あまり良く知りません。だから、返
答に困ってしまったらとりあえず真ん中辺りに○を付けてしまいます。 
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Ⅲ 調査からみる学校評価の現状と課題 
 

1. 県内の取組状況 

自己評価(教職員による学校評価)は、すべての小・中学校で実施されています。外部

評価(教職員以外による学校評価)を実施している学校は、小学校が９割を超え、中学校

も８割を超えるなど、数字の上では平成16年度と比べ順調に推移しています。 

学校評価の公表に関しても、自己評価、外部評価とも公表する学校が増えています。

ただ、外部評価の公表が小・中学校とも約９割であるのに対し、自己評価の公表は約５

割にとどまっています。 

 

公立小・中学校における教育課程の編成・実施状況                    平成１7年５月1日現在 

小 学 校 中 学 校 

実施している 検討している 実施している 検討している 

 
調 査 項 目 

 平成17 平成16 平成17 平成16 平成17 平成16 平成17 平成16

①自己評価  ※１ 100％ 100％ 0％ 0％ 100％ 100％ 0％ 0％

②自己評価結果の公表 45.9％ 38.7％ 32.4％ 41.3％ 50.9％ 47.3％ 26.0％ 33.9％

③外部評価 93.4％ 87.8％ 5.9％ 11.0％ 82.8％ 74.8％ 15.4％ 21.6％

④外部評価結果の公表 ※２ 85.8％ 77.5％ 6.6％ 10.3％ 90.0％ 78.9％ 9.3％ 19.5％

※１実施しているとの回答は本年度実施予定も含む  ※２ ③で実施している回答した学校のみ 
 
 

2. 教職員の意識調査 

自己評価、外部評価が、数字の上では順調に推移しており、全ての教育活動にわたっ

て評価が行われている一方で、多くの教職員は、現行の学校評価システムに課題を感じ

ていることが明らかになりました。（Ｐ７ 図１、２参照） 
また、学校評価の有用感に関する教職員の意識は高く、積極的に学校評価に取り組ん

でいるものの、明らかにされた課題からは、何を評価し、評価した結果をどう生かして

いくか、といった基本的なところで悩みを抱えている学校の状況がうかがえました。（Ｐ

８ 図３、４、Ｐ９ 図５参照） 
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学校評価について課題を感じている教職員の割合は、小・中合わせて 72.9％(小学校

76.7%、中学校68.6%)です。課題と感じている全教職員（354人）を対象に「どのような点

を課題と感じているのか」を尋ねたところ、「判断基準が明確でない」が最も多く、56.8％

を占めました。｢評価したことが改善に生かされない｣ことをあげている教職員は、半数近

くに上っています。以下、「評価項目が具体的でない」、「教職員が協力して改善を図らない」、

「評価結果の公表の仕方」と続いています。学校評価はしたけれど、それらの結果を「ど

う改善に生かせばよいのか」、「どのような手順で改善策を策定すればよいのか」、「分かり

やすく、しかも保護者や地域の人たちに理解が得られるような公表の仕方はどうすればよ

いのか」が、大きな課題になっていることが明らかになりました。 

 

 教職員の７割以上が｢学校評価｣に課題を感じている。 
 ｢判断基準が明確でない」、「評価したことが改善に生かされない」を課題と感じてい
る教職員が多い。 

こ こ に 注 目 ！ 

【質問１】学校評価を実施 
するに当たって課題と感じ 
ていることはありますか 
 
 
５年目研修受講者  49名 

（小学校 24名、中学校 25名） 

10年目研修受講者 153名 

（小学校 74名、中学校 79名） 

20年目研修受講者 283名 

（小学校160名、中学校123名) 
回答総数N＝485 

 図１ 学校評価実施における課題意識 
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図２ 学校評価の実施における課題意識の理由 
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【質問３】あなたは学校評    

価に積極的(意欲的)に取 

り組んでいますか 

 
５年目研修受講者  49名 

（小学校 24名、中学校 25名） 

10年目研修受講者 153名 

（小学校 74名、中学校 79名） 

20年目研修受講者 283名 

（小学校160名、中学校123名) 
回答総数N＝485 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「学校評価に積極的(意欲的)に取り組んでいますか」の質問に、「よく当てはまる」、「ど

ちらかといえば当てはまる」と回答した教職員は、小・中合わせて76.5％に上り、約４人

に３人の教職員が、学校評価に積極的に取り組んでいることが分かりました。学校評価に

積極的に取り組んでいると回答した全教職員(371人)に、その理由を尋ねたところ、「課題

が明確になり、解決に取り組める」を理由にあげている教職員が最も多く、75.2％を占め

ました。以下、「学校行事等の改善に役立つ」、「学年経営、学級経営の改善に役立つ」と続

いています。 

このように、多くの教職員が、学校評価は教育活動の改善に役立つと感じています。 

図３ 学校評価への積極的な取組 

 

 教職員の75％以上は、｢学校評価｣に積極的に取り組んでいる。 
 積極的に取り組んでいると回答した教職員は、「課題が明確になり、解決に取り組め
る」(75.2％)、「学校行事等の改善に役立つ」(63.0％)、「学年経営、学級経営等の

改善に役立つ」(44.4％)を理由にあげている。 

こ こ に 注 目 ！ 

図４ 積極的に取り組んでいる理由 
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積極的(意欲的)に取り組めないと回答した全教職員(114人)の内、半数以上が、｢評価項

目をじっくり検討する時間がない｣(61.6％)、｢評価が改善に生かされない｣(54.5％)をその

理由にあげています。その他、「評価項目が漠然としていて評価しにくい」等の自由意見も

多くみられました。このような意識の根底には、負担感や多忙感、さらには評価されるこ

とへの抵抗感等があり、改善への期待が持てないなど、学校評価に対して懐疑的になって

いる状況があるようです。 

学校評価とは、学校が、教育目標とそれに基づく教育活動などの学校運営の状況につい

て自ら評価し、改善に生かす活動のことです。教職員一人一人にとって、評価が学校の改

善に生かされているという充実感、達成感が味わえる取組とは、どのようなものなのでし

ょうか。学校評価システムを生かして学校経営の改善を図るには、どのようにすればよい

のでしょうか。 
自分が評価したい、されたいと思える学校評価を目指し、全ての教職員が協働して教育

活動に取り組めるよう、今一度、それぞれの学校に合った学校評価システムの在り方を見

直してみましょう。 

 

 積極的に取り組んでいないと回答した教職員は、「評価項目をじっくり検討する時間
がない」(61.6％)、「評価が改善に生かされない」(54.5％)を理由にあげている。 

こ こ に 注 目 ！ 

【質問５】積極的(意欲的) 

に取り組めない理由は何  

ですか 

 

 
 
積極的に取り組んでいないと回答した 
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当てはまらない ｎ＝5） 
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図５ 積極的に取り組めない理由 
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Ⅳ 自分が評価したい、されたいと思える学校評価を目指して 
 
マネジメントサイクルを生かした学校再生 

 

 

 

 

 
 

この中学校では、数年前まで、生徒同士のつながりだけではなく、教師と生徒との信頼

関係、教師同士の連携が強いとは言えず、校内に多くの問題を抱えていました。学校が落

ち着かないときこそ、教師に組織としてのまとまりが求められるのに、教師は自らの「価

値観や経験、勘」を頼りに、個別に生徒の指導に当たっていました。一人一人の教師は奮

闘し、自分なりにできることを精一杯取り組んでいましたが、教師間の動きはばらばらで、

学校の状況は一向に改善されませんでした。教師は生徒が起こす問題行動の処理で多忙を

極め、憔悴しきっていました。 

そんな中、この中学校は茨城大学教育学部講師の笠井喜世氏を講師に迎え、笠井氏が提

唱する｢テトラＳ｣※という手法を取り入れた取組を行いました。 

（１）短いスパンでのＰＤＣＡ 

４月、笠井氏の指導により、まず、校長、教頭、生徒指導主事、教育相談担当、人権

教育担当を本部に据え、本部教師を除く全教師を、１班６～７人ずつの四つに班分けし

ました。班は、学年や担当教科、年齢、在籍年数などを全く考慮せず、「くじ」により

決定し、班長は各班の話し合いにより選出しました。 

班のメンバーは、以下の図のように、｢現状把握｣から各班の目標を決め、実践、評価

を短いスパンで実施しました。 

 最初に校内の種々の問題について現状把握カード(付箋紙)に一問題ずつ書き出

す。書き出す際には、問題を客観的にとらえるために書き手の感情や主観は記

述せずに、事実だけを書くようにする。 

 書き出した問題点を分類し、内容が似ているカードごとに模造紙にまとめ、そ
れぞれに要約したタイトルを付ける。 

 タイトルごとに「なぜ生徒がこのような行動をするのか、なぜこのような問題
が起きているのか」など、意見や思いをすべて出し合う。 

 問題を整理し、各班が問題解決に向けての目標の設定と具体的な取組を決めま

す。取組は、「容易にできるもので長く続けられるもの｣を班で一つだけ決める。

 各自、設定した目標について実践する。 

 実行してきて変わってきたことについてデータを取る。（評価後） 

 

 週に一度、班会議を開き、１週間の取組について反省をするとともに普段抱え

ている悩みや不満について話し合う。 
 月に一度、全体での発表会を開き、効果のあった手法については全教師にフィ

ードバックする。 

事例１ 

【中学校の事例】ばらばらの方向を向いて指導に当たっていた教師が、ＰＤＣＡサイク

ル※を意識した取組を通して、一緒に話し合い、協働して取り組む中で問題意識の共有

化を図っています。学校評価システムによって、教職員一人一人の力が一つにまとまっ

ています。      ※ Plan(計画) Do(実践)  Check(評価) Action(改善)を繰り返すこと。

※ 「テトラＳ」・・・テトラはギリシャ語で「４」の意味。ＳはSchool  Subject Support Systemの頭文字Sをとった名称。 

現状把握 

まとめ 

現状分析 

目標設定 

評 価 

実 践 
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ある班では、「授業が始まっても、学習に集中できない生徒が多い」という課題が提起された。 

班のメンバーは、「休み時間と授業中のメリハリがついていないからではないか」、と原因を探
った。 

そこで、班のメンバーは、「生徒が授業に集中できる環境をつくる。」という目標を立て、 

「始業チャイムを守る。」という具体的な取組を決め、実践した。 

週一回の反省会、月一回の発表会を実施した。

この中学校では、話し合いの結果、４班の内３班が「始業チャイムを守る」を取組目

標に決め、他の１班は「一日一回は生徒をほめよう」を目標に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初、この取組は、成果が実感できず、一人一人の教師にとって決して有意義なもの

と感じられるものではありませんでした。「本当にこのようなことで、学校が良くなるの

か？」と半信半疑で取り組む教師や「ただでさえ学校は忙しいのに、なぜさらに業務を

増やすのか？」というような消極的な態度をみせる教師も少なくありませんでした。 

実践を進めていく中、週に一度、班ごとの反省会(班会議)と、月に一度の発表会が必

ず持たれました。反省会では、１週間の取組の反省と実践上の悩みや不満などを出し合

いました。また、効果が上がってきたことなども確認し合うことができました。反省会

は回を重ねていくうち、取組をしていく中で抱えている悩みを相談する場、効果の上が

ったことを確認し共有できる場となっていきました。教師は、学年を超えた共通の問題

について他の教師の意見を聞くなかで、「成果」や「悩み」、「不満」等を共有すること

ができました。 

週一回の反省会だけではなく、月に一度、班がこの１か月取り組んできたことと生徒

の様子について情報交換(発表会)を行いました。班会議では、班内の教師の取組状況に

ついては確認ができましたが、他の班の取組状況等について詳細を知ることはできませ

んでした。しかし、月に一度の発表会は、他の班の取組状況や全教師が同じ悩みや不安

を抱えながらの取組であることを改めて理解し、確認できる良い機会でした。班ごとに

効果のあった「生徒との関わり」や「対応」、「今抱えている問題」や｢悩み｣等を発表す

る、月に一度の発表会は、次第にそれぞれの取組について互いに認め合う場となってい

きました。 

それら一つ一つの取組の成果が全教師にフィードバックされるに至り、一人だけで指

導に当たっているという孤独感は反省会や発表会を重ねるにつれ薄れていきました。 

（２）成果のデータ化 

１学期頃までは何も変わらず、取組の成果を実感できるまでには至りませんでした。

しかし、２学期も半ば頃になると、「何となく生徒が変わってきた。」という声が反省会
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や発表会でも聞かれるようになりました。 

この頃、笠井氏より、「何となく生徒が変わってきた。」というような感覚的な成果

の確認ではなく、必ずデータをとるように指導を受けました。「始業チャイムを守る」

という具体的な取組を続けている教師は、始業時に着席していない生徒の数をチェック

し、その数をデータ化していきました。データ化することで、反省会の場では「何とな

く生徒が変わってきた。」という報告から「始業時に着席していなかった生徒は○人か

ら○人になった。」という具体的な成果が、数値でも明らかにされました。 

データをとることで、何よりも教師自身が成果を確認することができ、取組への充実

感を実感することができたのです。充実感は取組への自信にもなりました。また、デー

タをとることは、一人一人の生徒をよく見ることにもつながりました。 

２学期末の発表会には、寸劇で指導の場面を紹介するなど、発表内容を工夫する班も

みられました。やがて、発表会自体も学校としての盛り上がりをみせるようになり、こ

のころには班内の教師同士のまとまりが、明らかに現れてきました。個々の取組はささ

やかで小さなことであっても、成果をきちんと評価し積み重ねることによって、学校全

体で生徒指導のノウハウが蓄積されていきました。今までばらばらの方向を向いて指導

に当たっていた教師が、一緒に話し合い、協働して取り組む中で問題意識を共有できる

ようになりました。教師の関係が変化すると、それが生徒にも敏感に伝わることを、教

師自ら感じることができました。 

この実践は、教師が日々の教育活動の中に、無意識のうちにＰＤＣＡのマネジメント

サイクル（特にＣ、Ａを重点とした）の実践をし続けた事例だと思われます。実践を通

して、忙しくても、時間を確保して話し合うことの大切さや評価の大切さ、ＰＤＣＡサ

イクルの意義を教師自身が実感できた取組であったと思われます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＰＤＣＡのマネジメントサイクルが、１週間単位、１か月単位で実践されたことで
す。 

 グループの取組を一つに限定し、グループ単位で取り組んだことです。 
 取組は、誰にでも容易で長続きするものであったことです。 
 成果をチェックし、数値化したことです。 

この事 例 から学 ぶこと！ 

教師が同じ目的を持って実践

し、評価し合うこのシステムは、

組織が協働して目標に向かう取

組を目指す学校経営にも通じる

ものです。 
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外部評価の実践とその活用 

 

（１）学校のビジョンづくりと取組状況の説明 

平成14年12月に、保護者や地域の方々、教職員を対象に、この小学校はどんな学校

であってほしいか、また、どんな子どもに育ってほしいか、その意識の実態を把握する

ためにアンケート調査を行いました。 

外部評価の実施と活用 

実施時 目     的 内    容 対 象 №

H14.12 学校教育目標に照らして重点をおきたい内容
について意見を聞く 

アンケート実施 教職員 
保護者 
地域の方 

 

Ｈ15. 4 学校経営の重点について共通理解を図る １５年度重点化構想並びに｢○○小は
こんなことに努力します｣作成 

教職員 
保護者 

 

H15. 5 学校の取組の様子について理解を得るための
情報提供 

｢学校だより｣の様式変更 教職員 
保護者 

 

Ｈ15.12 学校経営の重点化構想に基づいた学校の取組
の様子について意見を聞く 

アンケート実施 教職員 
保護者 

 

H16. 2 アンケートの結果に基づいて各校務分掌の立
場から考察し、次年度の構想につなぐ 

考察のまとめ 教職員  

Ｈ16. 4 学校経営の重点について共通理解を図る １６年度重点化構想並びに｢○○小は
こんなことに努力します｣作成 

教職員 
保護者 

 

H16.4～ 学校の取組の様子について理解を得るための
情報提供 

｢学校だより｣による学校の取組紹介 教職員 
保護者 
地域の方 

 

Ｈ16.12 学校の取組についての理解促進 一日学校公開 保護者 
学校評議員 

 

H16.12 学校経営の重点化構想に基づいた学校の取組
の様子について意見を聞く 

アンケート実施 教職員 
児童 
保護者 
学校評議員 

 

          は外部評価 
さらに、学校評議員からの意見を聞きながら、学校経営構想を見直しました。そこか

ら、学校が解決すべき重点課題を設定し、｢○○小学校ではこんなことに努力します｣

(P14 図６参照)という保護者向けの学校経営方針を作成しました。この経営方針に示し

た重点課題と改善に向けた具体策については、教職員の共通理解を図るために、年度当

初の職員会議で説明するとともに、ＰＴＡ総会で保護者にも資料を配付して説明しまし

た。さらに｢学校だより｣の様式も変更し、学校の重点課題に取り組む様子を知らせてき

ました。もちろん、保護者だけではなく、児童にも授業や学校行事等あらゆる場面を通

して学校の重点課題解決に向けた具体策の意識化を図ってきました。 

（２）教職員、児童、保護者の三者による評価 

12月には、重点課題に取り組んできた事柄について教職員、児童、保護者の三者によ

【小学校の事例】学校の重点目標に照らして、教職員、児童、保護者による評価の結果

から課題を焦点化し、改善策を示しています。また、評価結果を積極的に公表して、改

善策や対応策について説明しています。 

事例２ 
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○○小学校ではこんなことに努力します平成15年度

学校教育の目指す方向 学 校 の 実 態

・学校の取組実績、学校評価、アンケ国・県の教育施策 ・生きる力をは

ート調査、各種検査、観察などから(いきいき栃木子 あい →3 ぐくむ新学習

とらえた児童、職員、学校の実態運動、砺木の子どもをみ 指導要領に基

・家庭、保護者の状況、関心、願いんなで育てよう運動等) づいた教育課

・生きる力をはぐくむ学校づくりアン○○市の学校教育基 程の実施→

ケートの結果から本指針 ・特色ある学校

・地域の各種環境条件、人材等の活用(手を結ぴ、気カ、学カ づくり

状況・体力を鍛える。) ・開かれた学校

・学校評議員からの意見(あいさつと返事のでき づくり

5る人づくり) ・完全学校週

日制などの今(花と絵と歌のある学校

日的課題づくり)

学校教育目標 学校の解決すべき重点課題

１児童一人一人を見つめ、一人

心豊かで 健康でたくましい子ども → 一人を生かす教育1
たくましい ２目指す児童像の共有化(強い心と体をつくろうとする子とも)

子どもの 思いやりのある子ども ３学ぶ意欲、学力の向上(基礎学2
育成 力、問題解決能力、表現力)(誰にでもあいさつやへんじができる子とも)

自ら学ぶ子ども ４体力、運動能カの向上3
５豊かな人問関係づくりの意識(楽しく学習し、進んで表現する子とも)

的実践

楽しく 美しい学校をつくろ

知 徳 体
基礎学力の向上 あいさつ、返事の実行 進んで運動する機会の設定1 1 1
・チャレンジタイム効果的 ・生活当番、目常指導 ・朝の活動年聞計画

な実施 体験的な活動での様々な ・体育・集会委員会による2
・基礎力テストの実施 人との交流 計画

・学び方の習得 ・生活科 八汐の里活動 自分の健康への関心を高め、 、2
・授業の充実 社会科見学等での体験 る

問題解決力、表現力の向上 的活動の充実 ・治療率の向上2
を目指す楽しく学べる環境 ・地域人材、ポランティ ・学級活動の充実

づくり ア等による指導の拡大 ・食に関する指導、性に関

・学習環境の整備 道徳の時聞の充実 する指導、薬物乱用防止3
・学校図書館の充実 ・心のノートの活用 教育の計画的な実施

・協力指導の拡大・充実 ・指導の改善、向上

る評価を行いました。教職員も保護者も同一項目で評価し、児童も重点課題に対する取

組について自己評価しました。 

次ページ図７、８、９は、平

成16年12月に実施された、教

職員、児童、保護者のアンケー

ト結果と、その分析をもとにし

た考察を学校通信で知らせた

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
１ あなたのお子さんがどんな子どもに育ってほしいと思いますか。 

特に望むものを次の中から5つまで選んで○を付けてください。 
その他何かありましたら（         ）にお書きください。 
 
(  ) よく勉強する子        (  ) 自分の考えが言える    (  ) 考えて行動できる子 
(  ) あいさつがよくできる子    (  ) 言葉遣いがよい子          (  ) 素直な子 
(  ) 仲良くできる子        (  ) 思いやりのある子          (  ) 物事の善悪が分かる子 
(  ) 親の言うことをよく聞く子     (  ) 決まりや約束を守れる子  (  ) ねばり強く最後までがんばる子 
(  ) たくましい子         (  ) 明るくのびのびとした子    (  ) よく働く子 
(  ) 進んで読書する子             その他(                                    ) 

２ 本校がどんな学校であってほしいと思いますか。 
特に期待するものを次の中から３つまで選んで○を付けてください。 
その他何かありましたら（         ）にお書きください。 

 
(  ) 学力をしっかり付ける学校               (   ) あいさつや言葉遣い等がしっかりしている学校 
(  ) 心の教育を大切にする学校               (  ) 健康づくりを推進する学校 
(  ) 一人一人を大切にする学校               (  ) 子どもが自ら進んで活動することを進める学校 
(  ) 地域に開かれ、地域と一体となって教育を推進する学校  
その他(                                                                       )  

３ 本校の教育全般について、感想・意見・提案などがありましたらお書きください。 

【資料１】   ビジョンづくりに役立つ保護者へのアンケート例 

図６ 保護者向け経営方針説明資料 

この小学校では、下の資料１

のようなアンケート用紙を作

成し、生きる力をはぐくむ学校

づくりへの要望を把握するた

め、保護者、地域の方の関心、

願い等について調査を行いま

した。 

さらに学校評価や保護者、地

域の方のアンケート調査、各種

検査、観察等のデータをもと

に、学校のビジョンを作成し、

取り組むべき重点課題を設定

しました。 

楽しく 美しい学校をつくろう
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図９ 学校だより 

学校だより 
 平成17年２月○日

 
平成 16年度、○○小学校では、「○○小はこんなことに努力し
ます」で、次の10項目の重点を掲げ、1年間取り組んできました。
12月には、その取組について皆様からご意見をいただきましたの
で、結果を次のとおり報告いたします。 
取組の重点についての評価項目 

１書いたり、話したりする活動が効果的に行われている。 
２読み、書き、計算などの基礎力を高める指導がされている。 
３お子さんの学習状況にあった指導がなされている。 
４お子さんのなぜだろう、おもしろそうだな、やってみようとい 

う気持ちを高める学習活動が行われている。 
５お子さんが自分の気持ちや考えを進んで表したり、伝えたりし 
ている。 
６困ったことなどを相談しやすくなっている。 
７体験活動などで、いろいろな人と交流する機会が設けられてい 
る。 
８本に親しみ、進んで読書をしている。 
９自分の健康や安全に関心を持ち、毎日の生活に生かしている。 
10いろいろな運動に楽しく取り組んでいる。 
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10 進んで運動

９　健康・安全

８　進んで読書

７　交流活動

６　相談

５　表現意欲

４　学習の興味・意欲

３　個に応じた指導

２　基礎学力

１　書く・話す活動

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

保護者から高い評価'をいただいた項目 
1 ７ 交流活動 
昨年度に引き続き８割以上の保護者から大変良い、だいた
い良いの評価をいただきました。年々多くの外部講師、地域
の先生、保護者ボランティアの方々からのご指導の機会が増
え、いろいろな先生方のすばらしい知識、技術を教えていた
だくことができるようになりました。専門的知識、長く続け
ることにより得られた高い技術に触れることはもちろん、地
域や子どもたちのために献身的に活動なさる姿は、人間とし
ての生き方のモデルとして子どもたちの心に焼き付けられる
という点からも教育的価値の高い取組だと考えます。連絡調
整などの課題はありますが、今後も計画的に実施していきた
いと思います。 
2 10 進んで運動  
運動が得意でも得意でなくても、運動することの楽しさを
味わってほしいと願って、いろいろな工夫をしていることが 8
割近い評価につながったようです。季節に合わせた朝のスポ
ーツ活動や体育・集会委員会の児童の企画運営による昼休み
のスポーツ大会は子どもたちの楽しみにもなっています。さ
らに多くの児童が参加できるような種目、運営の工夫をして
いきます。 
保護者の評価から課題と考えること 
すべての項目に渡って半数以上が高い評価となり、昨年度
と比べても改善傾向が進んでいます。学校の取組を認めてく
ださっていることに勇気をいただきました。 
一方で、取組の様子が分からないという回答の方が少数な
がらおいでになったことを反省材料とし、これまで、「○○
小だより」や授業参観、学校公開、「学年だより」などによ
り学校の取組を紹介するよう努めてきましたが、さらに効果
的な方法を探りたいと思います。 
また、3 個に応じた指導 学校全体での授業研究や協力指
導などの指導体制づくりは、大きく前進したと考えています
が、保護者の方にまだ十分御理解いただけていないことも分
かりました。 
4 表現意欲 8 進んで読書 9 健康・安全 についても、
子どもたちに興味をもたせ、行動する力をつけるための具体
的な改善策を工夫すると同時に、取組の様子を知っていただ
くための工夫も必要だと思われます。 

単にアンケートの集計結果を
返すだけでなく、アンケートの結
果をもとに、「課題と考えられる
こと」をとらえ、学校だよりを通
して改善への方向性や方針を保
護者に伝えています。 

平成16年度 こんなことができたらいいなアンケート結果 
 
「こんなことできたらいいな」は、学校の取組の重点 10 項目
について、児童が自分の取組の様子を自己評価する形で実施しま

した。子どもたちは、自分自身をどう見ているのでしょうか。 
質問項目は、児童が自己評価しやすいように内容を具体化した

り、表現を変えたりしてあります。 
児童の自己評価項目 
１文を書いたり、話したりすることがうまくできますか。 
２自分の学年の読み、書き、計算ができるようになりましたか。

３毎日の学習で、先生はあなたによくわかるように教えてくれま

すか。 
４あなたがなぜだろう、おもしろそうだな、やってみたいなと思

う学習がありますか。 
５あなたの気持ちや考えを進んで書いたり、発表したりしていま

すか。 
６困ったときは、いつでも誰かに相談できますか。 
７いろいろな先生に教わったり、いろいろな人と一緒に活動して

交流するのは楽しいですか。 
８自分から進んで本を読みますか。 
９自分で自分の健康や安全に注意していますか。 
10進んでいろいろな運動をしていますか。 
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平成16年度 学校の取組アンケート結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教職員の評価で高い項目 

１進んで運動 回答した全てが高い評価をしている。子どもたち

の姿に手応えを感じているようだ。 

２交流活動・基礎学力 ９割がよいとしている効果的な継続が問

題であろう。 

３書く・話す活動 個に応じた指導 ８割以上が手応えを感じて

きている。 

課題としたい項目 

１表現意欲 さらに工夫・改善し、継続した努力を要するという

判断が圧倒的 

２学習の興味・意欲 相談 進んで読書 健康・安全 半数近

くが引き続き努力すること、改善して取り組む必要を感じてい

る 

児童や保護者の意見のまとめと一致する点 

表現意欲 相談 進んで読書 については、「３月○日付けアン

ケート結果から」への職員の意見を参考にして整理、重点化を

図って具体策を講じる。     

        

各担当主任、係の構想(係の経営計画) 

 

全体での共通実施 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

10 進んで運動

９　健康・安全

８　進んで読書

７　交流活動

６　相談

５　表現意欲

４　学習の興味・意欲

３　個に応じた指導

２　基礎学力

１　書く・話す活動

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

学校の取組の重
点 10 項目につい
て児童にも自己評
価させています。 

教職員、児童、保護者の三
者の評価結果からみえてきた
課題の整理、分析を通して次
年度の具体策づくりにつなげ
ています。 

図７ 保護者のアンケート結果と分析、考察

図８ 児童のアンケート結果 図９ 教職員のアンケート結果と分析結果 
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 教職員、児童、保護者の三者が、それぞれ同一項目で評価することで、教職員の評価

だけでは気付かなかった成果や課題が明らかにされました。また、三者の集計結果を整

理、分析していくことで、それぞれが課題と感じている重点項目について把握すること

ができました。重点課題として実践してきた取組に成果がみられなかった点については、

「なぜ、成果につながらなかったのか」、「なぜ、三者のアンケート結果が異なるのか」、

職員会議等の場でその原因を探っていきました。さらに問題を整理し、改善を図るべく

具体的な改善策を策定しました。策定された改善策は、次年度の重点課題のなかに盛り

込まれています。 
この小学校では、ただ学校評価を行うのではなく、図 10 のように、評価結果をもと

に次年度取り組む重点項目づくりに生かしています。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

経営構想の共通理解 
重点課題、具体策、学校評価について教職員に説明 

重点課題への学校の取組について、教職員、保護

者、児童を対象にアンケート調査を実施   

調査結果を集計し、教職員、保護者、児童の各アン

ケートで、高い評価を得ている項目と、低い評価に

とどまっている項目を整理 

教職員の意見をとりまとめ、それらを参考に具体策を講じる 

整理、重点化を図り、各担当主任、係が計画を立案する 

教職員、保護者、児童とも評価の低かった項目について、記述式

のアンケートによって教職員の意見を聴取  

教職員全体で共通理解する 

4月 

評価結果の公表（学校だより） 

（図７，８，９） 

 
7月 

12月 

3月 

4月 

重点課題、解決のための具体

策について保護者に説明 

（PTA総会、学校だより） 

教育活動 

経営構想の共通理解 

重点課題、具体策、学校評価について教職員に説明 
重点課題、解決のための具体策に

ついて保護者に説明 

（PTA総会、学校だより  図11）

16年度 

17年度

前期学校評価 
・結果集約、分析 
・課題の明確化、改善策検討 

後期学校評価 
・結果集約、分析 
・課題の明確化、改善策検討 

教育活動 

各教科、係の経営計画の作成（課題、具体策、計画） 

図10  学校評価の流れ 

「表現意欲」「進んで読書」「教育相

談」が課題であることが分かった。 

（読書に関する取組） 

蔵書を充実させ掲示を工夫するな

ど図書室の整備を進めるとともに、図

書室の本を各学級に置いて定期的に

交換するようにした。 

教職員、保護者、児童のアンケ

ート結果を報告し、学校としての考

えや今後の方針を示した。 

各分掌・教科等における取組が明確にな

り、教職員の学校経営への参画意識を高め

ることにつながっている。 

これまでも行われていた保護者による本

の読み聞かせに加えて、市立図書館から 2

週間ごとに学年 5 冊の本を借りるための図

書の運搬、新刊図書の案内についても、保

護者の自主的な協力が得られた。 
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（３）評価と公開によって生まれた保護者との連携、協力、協働 

この小学校では、年度当初のＰＴＡ総会時に、「○○小学校では

こんなことに努力します」という説明資料(P14 図６)を保護者に

提示し、取り組むべき重点課題を知らせて

きました。また、これらの取組について、

12月にアンケート調査（評価）を行うこと

を伝え、学校は、正しく評価をしてもらう

ために、「学校だより」や「保護者会」、「学

校開放日」、「学級通信」などを通して学校

の取組について知らせてきました。 

平成16年度末には、図７、８、９（P15）のように、評価の集計結果とその分析結果

を保護者に伝え、平成 17 年度のＰＴＡ総会時には、集計結果をもとに、新たに「今年

度はこんなことに努力します」(図11)を保護者に提示しました。このように情報をきち

んと保護者に伝えることで、重点課題解決のための具体策に掲げられた「本に親しむ機

会をつくる」について、保護者からの協力が得られました。保護者が、市立図書館から

２週間ごとに学年５冊の本を借りるための図書の運搬や、それらの図書の案内を買って

出てくれたのです。 

平成 17 年度は、保護者も教職員も「児童が本に親しむための教育活動」に協働して

取り組んでいます。 

 
 
 

今年度は、子どもの基礎・基本

の定着に力を入れていきます。特

に「読む力」、｢書く力｣｢計算する

力｣の育成を図ります。そのため

に学校では、・・・を行います。 

昨年度の評価結果を踏まえた重点課題と、解決のための具体策を示しています。

17年度は、読書への関心・意欲を高めることを新たな重点課題に揚げ、児童が本

に親しむための教育活動や条件整備の充実に取り組んでいます。 

図11保護者向けの説明資料 
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この事例から学ぶこと！ 

１ 評価者(保護者や地域の方)に、学校の教育目標や経営方針、日ごろの教育活動等に

ついて十分な情報提供を行ったことです。 
情報提供の方法 

 学校だより 
 学級通信 
 ＰＴＡ総会(保護者会) 
 Ｗｅｂページ 
 学校評議員会 等 

２ 保護者や地域の方にも、学校の教育活動について評価してもらえるように、評価項

目、評価基準をあらかじめ示していたことです。(成果を評価する) 

 評価項目を示すことで、保護者が参加する学校の行事や教育活動の評価を評価
項目に従って評価することが可能となります。 

 学校開放日の授業参観や運動会等の行事にアンケート形式で評価してもらう
ことができます。 

３ 児童にも、学校の重点課題に１年間どのように取り組んできたかを自己評価させた

ことです。 

４ 学校が常に評価を生かして改善し続けていることです。 

今年度学校が重点的に取り組む事柄につ

いて、あらかじめ、保護者や児童に説明し、

取組の様子を様々な手段で伝え、評価を得て

います。その評価結果の公表を通して、保護

者が学校と一つになって子ども達を育てて

いこうとする気運が高まっていっている事

例です。 
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評価票を生かした検討会の工夫 

 

（１）１学期の評価活動 

この中学校では、平成16年１学期の様々な教育活動の実践について評価するために、

７月初旬に第１学期の行事検討会を開きました。行事検討会では、全体会で検討会の進

め方について説明し、その後、学年ごとに分科会に分かれて１学期の反省を行いました。

（図12参照） 

分科会では、学校行事、儀式的行事、学習指導、生徒指導について、「生徒の反応は

どうだったか」、「成果は何だったのか」、「課題はどんなことなのか」、「より良い

ものにするための改善策」について協議しながら評価していきました。(P20 図13参照） 

次に、分科会で評価した視点を生かしながら、個人で、健康安全・体育的行事、勤労

生産奉仕的行事及び生徒活動等について、「生徒の反応はどうだったか」等の視点から、

具体的な改善のために、記述形式の評価を行いました。（P20 図14参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校の例】学期毎に行事検討会を開き、学校の教育活動について、話し合いを通

した評価と、個人での評価を行っています。行事検討会では、成果及び課題の確認と

改善策について検討されました。検討された改善策は、「すぐできること」と「次年

度に生かすこと」に分類され、「すぐできること」はすぐ実践に移し、「次年度に生

かすこと」は学校行事の改善に生かしています。 

資料２ 第１学期行事検討

図12 １学期行事検討会 

事例３ 

              第１学期行事検討会             
１ 期日  平成１６年７月 ○日（月） 

２ 内容および日程 

（１）全体会   会議室 

・あいさつ・日程説明・班編制と役割、使用教室等の連絡 

（２）分科会   会議室 

・行事別分科会に分かれて行う。・今学期の反省を行う。 

３ 分科会の構成 
 分 科 会  １ 年 ２ 年 ３ 年   場   所 
学校行事 
儀式的行事 
学習指導 
生徒指導 

○ ○ 
○ ○ 
○ ○ 
○ ○ 

○ ○ 
○ ○ 
○ ○ 
○ ○ 

○ ○ 
○ ○ 
○ ○ 
○ ○ 

１学年 ・職員室
２学年 ・保健室
３学年 ・会議室

 ◎各分科会で反省する行事 

  （学校行事等で来年度の教育課程で改善できるもの・その方法） 

 ＜学校行事＞ 

 宿泊学習、体験学習、修学旅行、学年経営、進路指導、その他 

 ＜儀式的行事＞  

  入学式、始業式、離任式、着任式、終業式、人権週間、全校朝会、その他 
 ＜学習指導＞ 

  定期テスト、諸検査、教科指導、ノーチャイム、時間割（３学期制） 
 成績処理・管理、読書、その他 

  ＜生徒指導＞ 
  登校・下校指導、校内外の生徒指導、校内、郊外巡視活動 
個人で提出してください。 

 健康安全・体育的行事、勤労生産奉仕的行事及び生徒活動
  ＜健康安全・体育的行事＞ 
 避難訓練、予防接種、健康診断、身体計測、スポーツテスト、 
部活動（関東予選）、給食指導、緊急救命教室・薬物乱用防止教室 

  ＜勤労生産奉仕的行事及び生徒活動＞ 
美化旬間、クリーン作戦、清掃、ワックス、除草等 

評価項目に軽重を持たせ、班で評価す
るものと個人で評価するものとに区別
しました。重点的に改善を図る教育活動
については、班で成果と課題を出し合
い、それらの課題を整理し、改善策を考
えました。 
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さらに、２学期以降に取り組むべき改善策について、教務主任を中心に、「すぐでき

ること」と「次年度に生かすこと」に分類し、全教職員に発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              結 果 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

教育課程編成資料（１学期）個人提出用 提案者（       ）    

１ 校務分掌関係（            ） 

 効果の上がったこと 
 
改善するなら 

目的（何のために） 実施方法（どうする） 改善案（どう工夫する）

   

 
２ 本年度の重点指導（服装・挨拶・清掃） 
効果の上がったこと 

 
改善するなら 

目的（何のために） 実施方法（どうする） 改善案（どう工夫する）

   

  
３ その他 
効果の上がったこと 

 
改善するなら 

 目的（何のために） 実施方法（どうする） 改善案（どう工夫する）

   

 

第１学期の反省記録用紙 

 分科会（       ） 

 反省行事等         記録者       

  継続 （○   ×） 

 １ 生徒の反応 

 

 ２ 成果 

 

 

 ３ 課題（よりよいものにするための改善点） 

集計結果 

教育課程編成資料(1学期) 
 
校務分掌 
 
効果の上がったこと 
道徳 
・「生命の尊重」に重点を置いて各クラスで授業を 
展開していただいたこと。 
人権教育 
・人権教育全体構想図ができたこと。 
美化 
・モップの使用により清掃分担の少人数化ができた。
・除草作業では先生方との協力と計画的な実施(年計
への位置付け)ができ、効果が上がったと思う。 
・ワックスがけでは美化委員の活躍で手際よくでき 
た。 

 
改善するなら 
人権教育 
教職員向けの人権教育の充実 
・講師を見つけて講話をお願いする。 
美化 
・外掃除：人数調整、外掃除を５～６人出す(草の多い
時期)

本年度の重点指導 
 
効果の上がったこと 
・あいさつがよくできるようになってきた。生活委員会のあいさつ
運動が定着してきて、意識が高まってきた。 
・ほとんどの生徒が大きな声であいさつができる。 
・あいさつがだんだんできるようになってきた。 
・かかとをつぶす生徒が少なくなってきた。 
・あいさつは多少よくなったと感じる。 
・自分からあいさつをする生徒、街角で行き会ってもスムーズにあ
いさつができる生徒が目立ってきた。 

 
改善するなら 
・服装:夏季期間中、登校後体操着になってもよいというのはとても
よい。しかし、その体操着の着方がよくないので指導していきた
い。服装の現状や正しい服装について説明をして、担任だけでは
なく全職員で服装の確認(チェック)をする。 

・清掃:教師がいなくとも、しっかり取り組める姿勢を普段から指導
していきたい。 
・もっと清掃をしっかりさせる:清掃場所の必要人数を確認して責
任を持たせる。 
 

「すぐできること」   

「次年度に生かすこと」に分類 

２学期「すぐできること」の実践

図13 分科会用の評価用紙 

図14 学校評価用紙(個人提出用) 

図15 教育課程編成資料（１学期)
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この取組の特徴の一つは、評価票にＡＢＣ等のランクを設けず、記述式を採っている

ことにあります。「改善に生かす」ことを目指して、まず各学年で話し合い、個人でも

見直し、それらの結果を、図 15（P20）のように集約して発表しています。これによっ

て、すぐにできることを全職員が明確に共通理解し、２学期以降に取り組んでいます。 

（２）２学期の評価活動 

12月末に開いた第２学期の行事検討会は、１学期同様の形式で行われました。分科会

では、１学期の反省用紙の記録を参考に、「すぐできること」についての取組状況の反

省と、２学期以降の各種行事や教育活動についての成果と課題について話し合いが持た

れ、「次年度に生かすこと」が確認されました。 

２学期の分科会のメンバーは、図16のようなメンバー構成で実施されました。ここで

は、２学期に行われた学校行事に関する評価及び改善策の検討のほか、１学期末にまと

めた教育課程編成資料(P20 図 15)を持ち寄り、｢すぐにできること｣への取組状況につ

いての評価も、話し合いを通して行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図16 第２学期行事検討会 

              第２学期行事検討会       
３ 分科会の構成 

 分科会  １ 年 ２ 年 ３ 年  場   所 

Ａ部会 健康安全・体育的行事 

勤労生産奉仕的行事 

◎○ ○  ○ ○

◇○ ○

 ○ ○ 

 ○ ○ 

保健室 

Ｂ部会 儀式的行事 

学芸的行事 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

◎○ ○ 相談室 

Ｃ部会 学習指導・集団活動 

学年行事等 

◇○ ○ ◎○ ○ ◇○ ○ 会議室 

                            ◎責任者 発表者    ◇記録者 

 ◎各分科会で反省する行事 

  （学校行事等で来年度の教育課程で改善できるもの・その方法） 

（継続するもの・その改善点） 

 ＜健康安全＞＜勤労生産奉仕的行事＞等 

    給食指導 愛校活動 清掃 人権週間 全校朝会 総合的な学習の時間 教育相談 読書 各種大会 その他 
 ＜学年行事＞ 

  朝読書、学年経営、進路指導、日課、総合的な学習の時間、その他 

 ＜儀式的行事＞  

   始業式、終業式、運動会、合唱コンクール、生徒指導、総合的な学習の時間、その他 
 ＜学習指導＞ 

   定期テスト、教科指導、ノーチャイム、時間割（３学期制）、 成績処理・管理、 その他 

部会は、１、２、
３年担当の教師
が縦割りに構成
され、割り当てら
れた行事等につ
いて評価しまし
た。 

図17 教育課程編成会議

平成１７年度 教育課程編成会議 
（第１回目 １月 ○日  資料の読み合わせ） 

（第２回目 １月○○日  基本方針：校長指示） 

（第３回目 ２月 ○日  協議・作業）３月上旬の完成を目指して 

１月１１日  時間厳守 １５：１０～１６：４０ 

（１）全体会 15:10～15:20 ：来年度の予備時数の確認     於 会議室   

（２）分 会 15:30～16:10 （年間行事予定表・教育課程＋教育課程編成資料持参） 

  分科会  １ 年 ２ 年 ３ 年  場  所 

Ａ部会 健康安全・体育的行事 

勤労生産奉仕的行事 

◎○ 

○ 

 ○ ○ 

◇○ ○ 

 ○ ○ 

 ○ ○ 

保健室 

Ｂ部会 儀式的行事 

学芸的行事 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

◎○ ○ 相談室 

Ｃ部会 学習指導・集団活動、学年行事等 ◇○○ ◎○ ○ ◇○ ○ 会議室 

                         ◎責任者 発表者    ◇記録者 

①各部会で資料の読み合わせ 

 行事の漏れがないかの確認   ・ ２学期制に対応できるかの検討 
 ②意見交換  観点 

 時間数の確認（時間数をカットできるか） 
 運営の仕方に工夫はできるか 
 「各学期の反省」「アイデア」「自分の考え」「行事の反省」等を読んで生かせる考えを選択 

 削減できる行事はないか、新設すべき行事はないか 
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（３）評価を生かした改善策づくり 

第３学期には、第２学期の行事検討会の集計結果を参考に、次年度に生かす具体策や

学校が取り組む重点課題(目標)づくりを行いました。図 17（P21）にあるように、教育

課程編成会議を３回にわたって開催しました。第１回目は、取組状況を把握するために

時間を十分にとり、資料を読み合い、意見交換を行いました。その結果を踏まえ、第２

回目は、校長が次年度の教育課程編成検討についての基本方針を説明し、第３回目は、

次年度の教育課程編成について具体的に協議しました。一方、保護者や生徒にも学校が

取り組んできた教育活動に関し、下記の項目でアンケート調査（図18、図19）を行いま

した。集計結果を第３回目の協議の場に資料として提出し、生徒や保護者の「意見」や

「提案」などを大切にしながら次年度の具体策や学校が取り組む重点課題(目標)づくり

に取り組みました。 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒用アンケート項目 
① 進んで学習していますか。（できていますか。） 
② 学校では心身を鍛える機会が多いと思いますか。 
③ 学校ではまわりの人を大切にしていると思いますか。（大切にされていると思いますか。） 
④ 世界の出来事に興味関心をもつようになってきましたか。 
⑤ ○○中学校では悩みや相談をよく聞いてくれると思いますか。 
⑥ 運動会は楽しかったですか。 
⑦ 音楽コンクールは楽しかったですか。 
⑧ あいさつがきちんとできていると思いますか。 
⑨ 服装がきちんとしていると思いますか。 
⑩ 清掃がきちんとできていると思いますか。 
⑪ 学校だよりをよく読んでいますか。 
⑫ ホームページ「○○中学校」を見たことがありますか。 
⑬ 来年もやってみたいなと思う、今年の学校行事を書いてください。 
⑭ 来年やってみたいなと思う、新しい行事があったら書いてください。 

図18 保護者用アンケート項目とその集計結果

図19 生徒用アンケート項目とその集計結果

保護者用アンケート項目
① 学校は教育方針をわかりやすく伝えていると思いますか。 
② ○○中学校は一人一人を大切にして教育を行っていると思いますか。 
③ ○○中学校は特色のある学校であると思いますか。 
④ 学力向上の研究成果として進んで学習するようになってきたと思いますか。 
⑤ 数学科では全学年で少人数指導を行っています。数学を楽しく学習できていると思いますか。 
⑥ 国際理解教育の成果として世界の出来事に興味関心をもつようになってきたと思いますか。 
⑦ 強歩大会は○○中学校の行事として適切であると思いますか。 
⑧ 生徒はあいさつや服装がきちんとできていると思いますか。 
⑨ 授業参観や、諸行事、用事等で学校に行く機会がありますが、学校は行きやすいと思いますか。 
⑩ 学校だよりやホームページで学校の様子を知らせようと努力をしてきましたが、   
○○中学校は家庭、地域に対して開かれた学校になっていると思いますか。 

⑪ ホームページ「○○中学校」をご覧になったことがありますか。 
⑫ ご意見ご感想がありましたら、お書きください。 

（％）

（人） 
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この事例から学ぶこと！ 

１ 学校評価が、学校経営の改善に生かすためのものであることを明確にし、教職

員が評価することの充実感を味わえる学校評価であったことです。 

２ 改善に生かす評価票の工夫がなされていたことです。 

評価票の工夫 

 評価の観点を、「生徒の反応はどうだったか」、「成果は何だっ
たのか」、「課題はどんなことなのか」、「より良いものにする

ための改善策」に絞っています。 

 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ等の基準を出さずに文書記述にしました。 
３ 話し合いで出された改善策については、一覧にまとめ、「すぐにできること」

「次年度に生かすこと」に分類整理し、「すぐにできること」は、次学期以降に

取り組んだことです。 

学校評価は、ともするとＡやＢやＣが

何％と区別することに労力が注がれがち

ですが、本来は、重点課題の取組の問題点

を把握し、改善策を検討することがねらい

のはずです。この事例では、評価活動がこ

の点に焦点を当てているので、教職員の学

校評価への意識も高まっています。
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日常的な教育活動に評価を生かす取組 
 

 
（１） 生活ノートによる評価 

教師による観察評価のみに頼ら

ず、担任が生徒の生活ノートを毎

日見て、コメントを記入します。

また、教師は昼休みも生徒の学習

の面倒を見たり一緒に遊ぶこと

を通して、生徒の気持ちや実態を

把握し、指導に生かしています。 
 

（２） 実施記録による評価 

実施記録(週案)では、授業の内容が分かるように授業で使用した学習プリントを添付

して授業の反省を記入するなど、自己評価ができるような工夫がされています。また、

生徒の良い点を見取り、指導にどのように生かすかを具体的に記入するようにしていま

す。 

 

（３） 行事評価 

行事ごとに全教職員と各クラス２名の生徒による評価を実施します。各行事の実施後、

直ちに教職員用と生徒用２枚を学級担任に配付し、「観点別による３段階評価」、「感動・

感激した内容」、「改善点」をそれぞれ記入します。これを一覧表にまとめて全教職員に

配付しています。改善点は、次年度に生かすことはもちろんですが、内容によっては、

直ちに検討し実施するようにしています。 

平成 17 年度の合唱コンクール集計結果には、「ＰＴＡの係と教職員の担当との仕事

内容の確認が不足していた。」という改善を求める意見が出されました。行事担当者が

検討し、「ＰＴＡの係との連絡調整係を置いて、打ち合わせの機会を持つ」ことを決め、

次年度にこのことを生かそうと今年度の実施計画書に付け加えました。このように、改

善点に気付いた時点で、即座に修正を加えることで、次年度用の仮計画書を作成するこ

【中学校の例】教師は、日々の教育活動について、評価、改善の作業を繰り返していま

す。この中学校では、日々の教育活動を学校評価の視点でとらえ、実践と評価を繰り返

しています。改善に生かす評価を繰り返すことで、教員の資質向上が図られています。

事例４ 

○○ 
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とができました。 

また、教師と生徒の双方から、聴き方のマナーについての指摘があったため、次の週

の打ち合わせで全教職員に共通理解を図り、各学年集会で話の聴き方についての指導を

行うなど、すぐに全校体制で指導に当たりました。   

さらに、保護者や地域の方からのアンケート結果についても、学校だより等で公表し

ています。（図20参照） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年度 

各行事・活動評価、改善カード（教職員用） 
 

１ 行事・活動名  第１５回ミュージック○○中２００５ 

２ 実施日     平成１７年６月○日（土）  於：○○文化会館 

評価内容 よい 普通 不十分 メモ

実施期日 よい １２ 改善 

事前の準備及び周知状況 １３ ４ ２  

生徒の態度及び活動状況 １７ １ １  

教師の援助及び指導状況 １５ ３   

工夫改善・一歩前進状況 １５ ３   

Ｆ中教育関連（協力 自他の

発見 質の高い合唱） 

１６ ２   

３あい運動 １３ ４   

感動・感激したところ 
・ 学年が上がるにつれてレベルが上がり、３年生の歌はさすがに迫力が 

あり、すばらしかった。３年生は毎年すばらしい。３年生としての自覚 

のある歌でした。しっかりやろうとする３年生の意識を強く感じた。 

すばらしい伝統になっている。など（７人） 

・ １年生は元気があり、良かった。態度が良かった。１年生の声の大き 

さに驚いた。など（４人） 

・ 生徒が本気になることができる行事を数多く持つことが学校を中心とす 

る好循環を生み出すことに繋がり、○○中は現在そのようになっている。

改善するところ 
審査方法の改善について（４人） 

・ レベルが同じくらいなので非常に難しい。 

・ 審査員の数や審査員の人数など、考える必要が

ある。 

・ 生徒の審査点はいらない。 

パンフレットの改善について（４人） 

・ パンフレットに開閉開式次第を入れた方がよ

い。（２人） 

・ 過去の記録・栄光の記録は、プログラムに入れ

ること（２人） 

その他 

・ ＰＴＡの係と教職員の担当との仕事内容の確認

が不足していた。 

・ リハーサル（ステージ）は学年毎で、他の学年

が入らない方がよい。 

・ すばらしい合唱態度に比べ、他の学年、クラス

の合唱時に聞く側がざわざわしていることがあ

ったのが残念でした。（３人） 

 

図20 保護者のアンケート 

平成１７年度 

各行事・活動評価、改善カード（生徒用） 
 

１ 行事・活動名  第１５回ミュージック○○中２００５ 

２ 実施日     平成１７年６月○日（土）  於：○○文化会館 

反省感想内容  普通  

この行事の内容は知っていまし 

たか 

知っていた16  知らなかった 

みんなの参加・活動の態度は？ 良かった14 ２ 良くない 

あなたは約束等をよく守ったか 守った 13 ３ 守らない 

行事の目的（友達と助け合い、協

力して活動できる） 

達成した13 ３ 達成しない 

あなたにとってこの行事は役に

立ったか 

良かった12 ４ 良くなかった 

３あい運動 役だった12 ４ 良くなかった 

感動・感激したところ 
・ ３年生と合唱部の人の歌に感動した。 

・ ２年生の人や３年生の人たちの歌がうまくてとても感動した。 

・ 全クラスとも精一杯歌っていて良かったと思う（３人） 

・ 優秀賞が取れなくて泣いていた人たちもいた。それだけがんばったこ

とかな、と思いました。優秀賞をとったクラスでは、とてもうれしそ

うでした。 

・ クラスが１つになり、優秀賞を取れて良かったと思う。 

改善するところ 
・ 合唱を聴く態度を気をつけていきたいと思います（２人） 

・ ３番目に歌う組も小ホールを使わせてほしい。 

・ 「やる時はやる」これをみんなきちんと守っていきたいです。 

 

教師の評価、生徒の評価結果から、
すぐ改善できることについては改善に
生かしています。また、実際に活動し
ている生徒の意見を最大限取り入れる
ようにしています。 
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（４） 授業評価（授業研究会） 

① 学校が元気になる授業評価 

この学校では、平成12年度より、「授業を工夫改善し、生徒が確かな学力を定着

できるようにする」ことを目指し、学校課題と一体化した研究を推進しています。 

 平成17年度は、年間４回の研究授業と授業研究会を実施し、研究授業では、教科

の枠にとらわれない授業を展開しました。中学校では、従来、授業研究会といえば

中学校教育研究会等における教科に特化した、校外での授業研究に関心が向きがち

でした。校内においては教科の枠を超えた研究会は、「道徳」や「特別活動」の授

業に限られることが多かったと思われます。しかし、この学校での取組は、研究の

母体を学年とし、学習指導案の作成や資料の準備、印刷まで、学年の教師が教科部

会と協力して進めています。このように、学習指導案の作成では、教科部会ばかり

ではなく、学年部会でも検討するようになり、他教科の特徴を参考にするなど充実

してきています。「分かる授業」、「楽しい授業」の展開を図るため、各部会では

活発な議論が飛び交い、授業の工夫改善を通した教師間のコミュニケーションが図

られています。指導案検討会を通して、個々の教師が持つ教育観を話し合うことが

でき、資質の向上が図られ、自信をもって授業に臨むことができるようになってい

ます。 

研究授業では、部活動顧問、各種委員会の担当、子供会担当等、さまざまな教師

がそれぞれの目で生徒の学習状況を見取り、授業者が気付かなかった生徒の「よさ」

等に気付いた際には、生徒にその「よさ」を直接伝えて励ましています。生徒は、

いろいろな先生方から見守られているという充実感を味わっています。 

授業研究会は、全教師が三つのグループに分かれ、「分かる授業」や「楽しい授

業」の観点から、授業研究を進めています。授業担当者やその他の担当学年の教師

は、多様な角度から、教材内容に関わる指導の具体的なアドバイスが得られること

はもちろんのこと、教科を超えた教師の気付きから多くの示唆を得ています。さら

に、研究授業や授業研究会に参加した教師は、それぞれその後の普段の授業に、そ

の示唆や気付きを生かして工夫改善しようとする、意欲的な姿勢につながっていま

す。また、参観者の授業を見る目も育ってきています。 

① 小中の連携を図った授業評価 

この中学校では、隣接する小学校との連携を深め、教師間の相互交流を図ってい

ます。交流日には、一日それぞれの学校に勤務し、総合的な学習の時間や道徳、と

きには「教科の授業」に至るまで、ティーム・ティーチングを組んで授業を展開し

ています。交流日の数日前から授業の内容について協議を行い、教材研究を深めて

います。また、４回の研究授業の際には、授業参観や授業研究会にも参加し、小学

校の視点で授業に対する意見を交換し合うなど、授業を通した小中の連携が図られ

ています。小学校の教師は、卒業生の成長の様子を直接見ることができ、子どもた

ちにその成長の様子を伝えています。卒業生との交流を通して、子どもたちを見守
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っているという教師の姿を伝え、小中が連携して地域の子どもの育成に努めていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

１ 日常的な教育活動の評価を生かして改善を図っていることです。 

２ 授業改善を図るために、教師の自己評価や相互評価が常に行われていることです。

３ 学年全員で指導案作成を行い、検討会を通して教師が互いに学び合い、資質の向上

が図られていることです。 

４ 保護者が参加する学校行事等については、教職員、生徒、保護者それぞれが評価し、

改善に生かしていることです。 

学校評価というと、学期末や年度末に行うというイメージがあります

が、私たち教師は、常に評価を生かして授業の改善や学級経営の改善を

図ろうとしています。ただ、通常はこのような評価活動が、学校評価を

実施しているという意識では取り組まれていないところに問題があり

ます。実は、これらも教育活動の改善を図るための立派な学校評価の一

つです。 
この事例のように、日々の評価活動が学校評価につながるものだとい

うことを意識して取り組めるといいですね。 

この事例から学ぶこと！ 
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【評価結果の概要】 
Ａ 十分達成   Ｂ ＡとＣの間   Ｃ おおむね達成   Ｄ ＣとＥの間   Ｅ もう少し努力が必要 

(例）学び方の基本 学習の心構えを徹底させる。（チャイム着席・聞く態
度・積極的な発言発表などの実践） 

Ａ 0% Ｂ 48% Ｃ45% Ｄ 7% Ｅ 0%

※ この例では、Ｄ，Ｅと回答した割合が７％である。 

Ｄ，Ｅと回答した割合 16～20％ 11～15％ 6～10％ 0～5％ 
項目数／（全４４項目の内） １／44 4／4４ 14／44 25／44 

評価結果をもとに話し合いを通して共通理解を深めた取組 

（１）平成15年度職員研修 

初年度は、年度末の総括的な評価の結果をもとに、全教職員をいくつかの小グループ

に分けて、「継続していくもの」、「改善しなければならないもの」について話し合いを

行い、評価結果の理解と課題の共有化を図りました。 

職員研修では、教職員の自己評価の結果と生徒のアンケートなどの回答結果を比較し

て、努力点の中で、特に力を入れるべき重点目標を明らかにしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

学校がこの１年間取り組んできた七つの努力目標について、44の評価項目を設定して、

下記の評価結果の概要に示したように、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で、教職員の自己

評価を行いました。     

しかし、教職員の自己評価では、改善に向けた努力が必要と判断される、Ｄ、Ｅと回

答した割合は、下の表のとおりいずれの項目も低く、この評価方法では成果や課題は浮

き彫りになりませんでした。 
 

 
一方、生徒にも、学習、生活、部活動、友人関係の４分野と学校生活全体について、

13の項目を設定して、１年を振り返り、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価を行わせま

【中学校の例】職員研修において、学校評価の結果についての話し合いを行い、評価

結果の検討を生かして、次年度に向けた重点目標の共通理解と具体策の検討を行い

ました。２か年にわたる取組を通して、全教職員の共通理解が協働した取組につな

がっています。 

■ 職 員 研 修  平成 15年 12月○○日（水）15：20～ 
 学校評価の集計結果から本年度の教育活動を振り返り、次年度の教育計画編成のための一助とする。

・結論を出すことより、話し合うことを大切にする。 
・共通点を探り、何かプラスになることを見つける。 
①全体会（説明５分）職員室 
②グループ協議（40分） 
グループ編成運動会の縦割りでA・B・C・D・Eの 5グループに分ける 
・集計結果を見ての感想や意見の発表 
・継続していくものの確認 
・改善しなければならないものの確認 
・その他 
③全体会（発表 15分）職員室 

平成15年度 

事例５ 
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表１ 平成15年度 生徒の学校生活に関するアンケート(抜粋)            （単位％）

した。その結果、課題があると推察される、Ｄ、Ｅと回答した割合が、学習の分野で高

く、学習面での充実度や満足度が低いことが浮き彫りになりました。（表１参照） 

 
 

 
その他、「一斉テストに関するアンケート」（H15 実施）や「家庭学習や通塾に関す

るアンケート」（H15実施）からも、次のような現状が明らかにされました。 

  

 
 
 
職員研修では、評価結果やアンケートの結果をもとに、七つの努力目標について話し

合いが行われました。話し合いを通して、重点目標に対する教職員の意識が高まり、教

職員の自己評価の在り方について見直しを図るための建設的な意見が出されました。ま

た、生徒の評価との違いを分析し、重点目標の取組への改善策を検討していきました。 

教職員の自己評価については、現在の評価方法や評価項目の設定では、重点目標に対

する成果と課題が不明確になりがちであるという意見が多く出されました。特に、達成

状況を示す選択肢の５段階の妥当性を検討しました。 

 

 

 

 

 

さらに、学習の課題を浮き彫りにしていないことが明らかになり、次のように評価項

目の修正・追加を行いました。 

平成 15 年度の重点目標のうち、「基礎・基本を身に付ける」については、「ア 学

区  分 項     目 とてもそう

思う 

そう思う どちらとも

言えない

そう思わない まったくそう

思わない

今の自分の成績には満足している 3.0 10.2 26.4 37.7 22.7 

この１年間自分なりにがんばって学習してき

たか 
1.1 16.3 49.6 25.1 7.9 

学  習 

「できた」「分かった」という喜びを何度も味

わうことができた 
13.0 33.2 38.6 11.1 4.1 

学校生活 学校生活に関して特に心配事や悩み事は

ない 
３0.8 27.2 27.5 9.1 5.4 

部活動 部活動について、自分なりにがんばって練

習に取り組んできたので充実している 
33.3 37.7 22.6 3.3 3.1 

困ったときや悩んだときに相談できる友だ

ちが何人かいる 
38.9 36.2 20.0 3.4 1.5 

友だちと話をしたり、いっしょに作業したりす

るのは楽しい 
56.3 31.9 10.4 1.1 0.3 

友人関係 

友人関係でいやな思いをしたことがない 20.7 29.3 32.9 12.0 5.1 

全 体 学校生活を総合的に判断して中学校生活

を楽しんでいる・充実している・満足してい

る 

23.8 42.1 23.0 9.6 1.5 

・塾に通っている生徒は第１学年で約５割、第３学年で約８割である。 
 ・家庭学習が１時間以内の生徒は全学年で約６割である。 
 ・家庭学習の内容は、塾の学習が中心である。 

Ａ 十分達成 

Ｂ ＡとＣの間 

Ｃ おおむね達成 

Ｄ ＣとＥの間 

Ｅ もう少し努力が必要 

Ａ 十分達成 

Ｂ おおむね達成 

Ｃ もう少し努力を要する 

Ｄ 大いに努力が必要である 

４段階評価に変更 

他の項目に比べ、学習指導に関する
満足度が低いことが分かりました。 
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■ 職 員 研 修  平成17年２月○○日（水）15：30～16:45 

重点目標の達成に向けての共通理解と具体策等の検討 

  Ｐlan（計画）・Do（実践）・Check（評価）・Action（改善）のサイクルで計画（到達目標

等）を発表・説明→実践→評価（達成状況等の発表）→改善 

①全体会（説明10分）職員室 

②グループ協議（50分） 

学年をこえて３つの重点目標ごとの３グループを編成する。 

・各プロジェクトで、どんなことができるか、何をするとよいか。 

・達成状況を目に見えるようにするための方策はあるか。そのためにどんな準備が必要か。 

・育ってきた能力や態度、さらに育てていかなければならない能力や態度の確認や検討。 
③全体会（発表15分）職員室 

次年度の重点目標 

（1）授業の充実と家庭学習の習慣化（学力アップ） 

（2）学校行事と部活動の充実 （感動アップ） 

（3）いじめの解消とマナーの向上 （心アップ） 

び方の基本」、「イ 基礎的・基本的内容」の２項目が設定されていました。しかし、「家庭学習

や通塾に関するアンケート」の結果からは、「家庭学習が１時間以内の生徒は、全学年で約

６割」であることや、「家庭学習の内容は、塾の学習が中心」であること、「今の自分

の成績には満足していない」という生徒が多いことなどが分かりました。 

そこで、下表のように、新たに「ウ 家庭学習」という項目を設け、家庭学習５か条

の習慣付けを重点目標に掲げ、全教職員で取り組むよう共通理解を図りました。 
 

 

 
ア 学び方の基本 ・「学習の心構え」の、話を聞く態度を育てることを重点とす

る 
・教科と学年の連携による朝の自習の充実と読書の推進をする 

イ 基礎的・基本的内容 ・基礎・基本の反復練習と単元ごとの定着を確認する 

学習 
①基礎・基本を身に付けさせる 

ウ 家庭学習 ・家庭学習５か条の習慣付けを重点とする 

 

（２）平成16年度職員研修 

２年目には、重点目標をあらかじめ絞り込んでから話し合いに臨みました。また、話

し合いの小グループも重点目標ごとに分けて行いました。 

 

 

 

 
 

平成15年度の話し合いの結果から、「ウ 家庭学習」の項目を設け、家庭学習の習慣

化を図る方針が出され、平成 16 年度には、教職員一人一人がこの重点目標達成のため

に意識した取組を続けてきました。しかし、年度末における学習指導に関する教職員の

自己評価は、次ページ表２のような結果でした。 

ア 学び方の基本 ・学習の心構えの徹底→チャイム着席・あいさつ・聞く態度・積極

的な発言発表を生徒に意識させ、実践させる 

学  習 

①基礎・基本を身に付けさせる

イ 基礎的・基本的内容 

  

・朝の自習の充実 

  →基礎・基本（漢字・計算など）の定着を図る 

・朝の読書の奨励 

  →落ち着いた生活、読書好きな生徒、読書量の増加 

平成16年度 

平成15年度 

平成16年度 
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平成16年度 生徒の学校生活に関するアンケート結果(抜粋)

表２ 教職員の自己評価の結果 

 

「家庭学習」については、自己評価の「Ｃ」と「Ｄ」を合わせると 73.6%になりまし

た。多くの教職員が「家庭学習の習慣化」を課題としてとらえたことになります。 

 

 

一方、生徒の学校生活に関するアンケートでは、教職員の自己評価とは逆に、「Ａ」、

「Ｂ」の回答が数％程度増加している項目が、14項目中11項目に及びました。全体と

して、昨年度とほぼ同様の傾向か、やや充実度や満足度が高い傾向がみられました。 

 

 

(単位％） 
区  分 項         目 とてもそう

思う 

そう思う どちらとも

言えない 

そう思わ

ない 

まったくそう

思わない 

年度 

3.7 13.2 28.4 32.7 22.0 H16今の自分の成績には満足している 

3.0 10.2 26.4 37.7 22.7 H15

6.9 30.1 36.4 19.4 7.2 H16この１年間自分なりにがんばって学習してき

たか 1.1 16.3 49.6 25.1 7.9 H15

15.5 36.3 35.9 9.3 3.0 H16

学  習 

「できた」「分かった」という喜びを何度も味

わうことができた 13.0 33.2 38.6 11.1 4.1 H15

31.2 27.4 22.1 9.0 10.3 H16学校生活 学校生活に関して特に心配事や悩み事は

ない ３0.8 27.2 27.5 9.1 5.4 H15

35.8 27.1 25.3 4.3 7.5 H16部活動 部活動について、自分なりにがんばって練

習に取り組んできたので充実している 33.3 37.7 22.6 3.3 3.1 H15

38.9 36.2 20.0 3.4 1.5 H16困ったときや悩んだときに相談できる友だち

が何人かいる ３９ ３６ ２０ ３ ２ H15

60.6 25.3 10.1 2.9 1.1 H16友だちと話をしたり、いっしょに作業したりす

るのは楽しい 56.3 31.9 10.4 1.1 0.3 H15

22.5 29.6 31.4 11.4 5.1 H16

友人関係 

友人関係でいやな思いをしたことがない 

20.7 29.3 32.9 12.0 5.1 H15

31.0 35.2 21.7 8.1 4.0 H16全体 学校生活を総合的に判断して中学校生活を

楽しんでいる・充実している・満足している 23.8 42.1 23.0 9.6 1.5 H15

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

学び方の基本 10.2％ 77.0％ 12.8％ 0.0％ 

基礎的・基本的内容 15.7％ 58.1％ 26.2％ 0.0％ 

 

学 習 

家庭学習 0.0％ 26.4％ 70.5％ 3.1％ 

Ａ＝十分達成している Ｂ＝おおむね達成している  Ｃ＝もう少し努力を要する  Ｄ＝大いに努力が必要である 

それでは、成果はなかったのでしょうか？ 

実は大きな成果があったと私は思います。それは、前年度、職員研修

の場で話し合い、検討された「家庭学習の習慣化」を全教職員が「学校

が取り組む重点目標」として意識して取り組むことができたことです。 
教師一人一人が「家庭学習の習慣化」に一所懸命取り組んだからこそ、

評価基準も高くなり「Ｃ」評価も多くなったと考えています。ただ、や

はり「Ｃ」は「Ｃ」であることをしっかり受け止め、次年度は全教職員

が協働して取り組める具体策づくりにこの評価結果がつながるといいで

すね。 
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教職員の自己評価と生徒の学校生活に関するアンケートを分析し、課題に対する認識

を深めました。平成 16 年度の職員研修の場では、学校生活、部活動など、自校の強み

を生かしながら、課題である学習指導の充実に向けて、以下のような具体策を提案する

ことができました。 

平成17年度は、この具体策に取り組んでいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（授業の充実と家庭学習の習慣付けをめぐる課題の分析） 

・生徒の評価を指導方法の改善に生かそうとする積極的な取組ができる雰囲気づくりが進んだ。 

・意欲がある生徒は、解決法を塾に求めている。 

・意欲がない生徒をどう指導するかに着目する。 

・かつては、できるまで補充学習を行った。 

・入学後の早い段階で、中学校の勉強の仕方を身に付けさせる。（予習・復習・テストの準備を含む。）

  ・重点的に指導する基礎・基本の内容（反復学習可能なもの、家庭学習で取り組めるもの、自己評価

可能なもの）を明らかにする。        

・「毎日宿題はやってくるものだ」と意識付ける。 

（授業の充実と家庭学習の習慣付けのための具体策） 

  ・授業評価については、実践を通した改善を重ねてシステム化に向けて努力する。 

・先輩のノートを見本として見せる。 

  ・課題を出せば家庭学習に取り組む生徒もいる。 

  ・テストの目標（○○点以上合格）を具体的に示す。 

  ・課題の取組状況を教師がチェックする。 

  ・家庭学習の仕方を指導する。 

１ テーマを絞り込んで評価結果の検討を行ったことです。 

２ 評価結果をもとに学校の教職員同士で検討するしくみが確立されたことです。 

３ 達成度や向上の現状を数値化することで、具体的に授業改善を検討する必要性や全

教職員で検討する意義について気付き、実際の検討につながったことです。 

 問題点とその改善策を自由に話し合える

雰囲気の中、学校評価の結果に関する検討

会がなされたことがポイントです。 
教職員が話し合いを通して、問題点を洗

い出し、改善の具体策を出すことで、次年

度は、検討した具体策について全教職員が

意識して取り組むことができました。 

この事例から学ぶこと！ 
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自分が評価したい、されたいと思える学校評価の一工夫 

 

聴き取り校では、「自分が評価したい、されたいと思える学校評価システム」を目指し

てさまざまな工夫がされています。ここでは、それぞれ工夫された実践を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

週案を利用した学校評価は、学校の重点課題を常に意識した取組ができ、実践、反省、

改善のプロセスが記録として残されるので、成果が分かりやすくなります。学期末に実施

される学校評価に、これらの反省から総括することも可能です。しかも、「実践、反省、改

善の記録」を校長、教頭、教務主任、学年主任が確認することができるので、教師が抱え

ている悩みについてアドバイスを得ることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導計画 第 学期 月 第 学年 組 氏名

第 週

月( 日) 火 ( 日) 水( 日) ( 日) 授 業 時 数木

( ) ( ) ( ) ( ) 時数 週 週 学 実 過
予 実 期 施 不

１ 定 施 予 累 足
領域 定 計

国語
( ) ( ) ( ) ( )

教 社会
２

活 ( )個2
( ) ( ) ( ) ( ) 動

小計
６

特 学 儀

別 校 学
題)反 省 道徳の時間の記録(感想・課

活 行 健･体

動 事 遠･集
勤･奉
小計

総合的な学習の時間
合計

週案に「道徳の時間の記録(感想・課題)」の欄

を設け、具体策の意識化を図りました。毎週その

取組状況の評価を行い、ポートフォリオとして成

果と課題を蓄積することで、学校評価の総括評価

に役立てることができます。

工夫１ 

【小学校の例】学校の重点課題を週案に位置付け、評価に生かしています。 

この学校では、「道徳の時間の充実」が学校の重点課題であることを、常に一人一人の

教師が意識して取り組めるように、週案に「道徳の時間の記録」の欄を設けています。教

師は、道徳の授業の実践ついて自己評価し、感想や反省を記述します。校長、教頭、教務

主任がそれを確認し、校長がアドバイスを含めてコメントを記述しています。多くの先生

方のアドバイスを生かして授業改善を図っています。 

週案を活用した評価 

事例６ 

週案の反省欄に学校の取り組む重点課題を明記し、毎週意識した取組ができ

るように工夫していることです。 

重点課題が、複数設定してある場合は、重点課題の項目を明記し、特に重点

的に取り組んできた課題について、「実践上の問題点」、「改善して取り組ん

だこと」、「データ化して成果に現れていること」等を記録することで、よ

り学校評価としての位置付けが高まります。

この事例から学ぶこと！ 

教師は、心のノートを活用した授業の
感想や教材研究、資料の分析、活用法な
ど気付いたことを記述しています。
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一人一人の成長の足跡がみえ、成長のプロセスが一目瞭然になっているこの通知表は、

「子どもの学校での学習や生活や様子が具体的に一目で分かるので大変ありがたい。」と、

保護者に大変好評を得ています。保護者は、学年通信や学級通信等を利用した学校の紹介

からではなく、自分の子どもの活動を通して学校の様子を把握することが可能です。 

生徒と保護者と教師が学習のねらいを共有し、生徒の進歩の状況やよさを把握しながら、

成長につなげていくことで、教育目標の具現化を図っていこうとする取組です。 

 

工夫２ 

【中学校の事例】ポートフォリオ形式の通知表を利用して双方向の情報交換に努めて

います。 

この学校では、学校行事の記録写真や学習の作品（制作物の写真やコピー）等の

学習や様々な活動の記録をファイリングして、一人一人に応じたポートフォリオ形

式の通知表を作成しています。学期末には、生徒自身の振り返りと各教科担当から

のコメントを書き加えて保護者に渡し、「ご家庭から学校へ」という欄には、保護

者から学校に対する要望や意見を記述できるようにしています。 

通知表を利用した情報発信と外部評価 

担任のほか、各教科担任や部活動顧

問のコメントを記述する欄を設け、一人

一人の成長の様子や授業での取組、

日々の部活動の様子などが記載されて

います。 

「ご家庭から学校へ」という欄を設け、保護

者から学校に対する要望や意見を記入しても

らい、後期の指導に生かしています。 

生徒は、学習と生

活について振り返

り、努力したことや成

果、今後の課題など

を記述しています。 

この通知表は、学校の教育活動について、保護者に伝えるだけではなく、

学校の教育活動に対する評価も得られるようにしています。 

この事例から学ぶこと！
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学校の教育活動の様子が即座に分かり、学校の出来事を共通の話題にして、子供とのコ

ミュニケーションを深めている家庭も増えています。また、学校側からの一方的な情報発

信だけでなく、閲覧者の意見や学校への意見収集にも活用されており、時には、学校のＯ

ＢやＯＧからも励ましや応援のメッセージをいただくこともあります。 

 
 

現在、ホームページには１か月平均約１０００件のアクセスがあ

ります。この数字がさらに増えていくように魅力あるホームページ

を作成していきたいと考えています。 

学校の行事、考え等を掲載した学校便りを、年間

に 12回（毎月10日）発行しています。また、ホーム

ページでは学校の様子をリアルタイムでお知らせし

ようと努力しています。学校便りやホームページを５

割以上の生徒が見ているという回答を得ています。

今後とも、地域に対して開かれた学校となるよう努力

を続けたいと思います。 

【中学校の事例】学校のホームページを利用し、積極的に情報発信を行っています。 

この学校では、ホームページで学校の教育活動や生徒の様子を紹介しています。

今日実施した教育活動はその日のうちに発信されており、日常的な情報提供が、学

校への関心を高めることに役立っています。 

工夫３ 

保護者による学校評価の結

果を集計し、学校側の考えと

あわせてＷｅｂページで公表

しています。（平成16年１月） 

ホームページを活用した積極的な情報発信と外部評価 

Ｗｅｂページを利用して、できるだけ新鮮な学校の取組や活動を保護者

に伝えていることです。 

この事例から学ぶこと！
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Ⅴ 今回の調査から 

 （１）意識調査から 

今回の調査では、全ての５年目研修受講者、10 年目研修受講者、20 年目研修受講

者を対象にアンケートを実施し、学校評価の取組に関する意識について把握しました。

その結果からは、学校評価に関する有用感、外部評価の必要感が高いことが明らかに

なりました。 

一方、実施に当たって課題を感じている教職員が多くいることも明らかになりまし

た。 

（２）聴き取り調査から 

各校の取組に積極的に取り組んでいる先生方に、評価が学校の改善に生かされてい

るという充実感、達成感が味わえる取組がたくさんありました。一人一人の先生の充

実感、達成感が、組織としての「生きてはたらく力」、「協働」につながっています。 

 

しめくくりに、聴き取り調査をして印象に残った先生方の話を紹介します。 

テトラＳの手法を生かして学校の改善を図ってきた中学校の先生からは、「評価を繰り

返しながら取り組んだこの活動で、確かに生徒は変わりました。でも、一番変わったのは

私たち教師です。」との言葉が聞かれました。 

ある小学校の校長は、「学校はこんなことに努力します。」と、学校の取組を保護者に

説明し、事あるたびに「学校だより」を通して学校の取組を伝えてきました。しかし、３

年間伝え続けてきても、なお学校の取組についてよく分からないとの指摘がありました。

それでも、「取組の様子が分からないという回答の方が少数ながらおいでになったことを

反省材料とし、これまで、学校だよりや授業参観、学校公開、学年だよりなどにより、学

校の取組を紹介するよう努めてきましたが、さらに効果的な方法を探りたいと思います。」

と訴え続けています。 

ある中学校では、聴き取り調査の訪問時がちょうど清掃時間でした。清掃時間が終わり、

聴き取りの約束をした先生とお会いした際に、その先生が開口一番言われたことは、「生

徒は、清掃をきちんとやっていましたか？お客さんにあいさつはきちんとできましたか？

お世辞抜きに教えてください。」でした。「清掃とあいさつは、学校で取り組む今年の重

点指導なんです。お客様から得られた情報も、外部評価ですからね。」とも話されていま

した。あらゆる場面で外部からの評価を得るように心がけており、いい評価が得られた際

には大いに生徒を賞賛しているそうです。 
このような先生方の声は、評価を生かして学校運営の改善を図ろうとする努力が各学校

でなされていることを実感させるものでした。ただ、調査にご協力いただいた学校が提供

してくださった資料の全てはご紹介できませんでしたので、事例ごとに示した「この事例

に学ぶこと！」に反映させていただきました。 

この参考資料が様々に活用され、学校評価システムの充実改善のつながることを祈念し

ています。 

最後になりましたが、聴き取り調査にご協力いただいた各学校と、調査研究に当たりま
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して、ご指導、ご助言いただきました、国立教育政策研究所 高等教育研究部 木岡一明

総括研究官、宇都宮大学教育学部 藤井佐知子教授に深く感謝申し上げます。 
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文部科学省 初等中等教育局初等中等教育企画課 

 『学校評価及び情報提供の実施状況』 2006 年1 月16日 
文部科学省 初等中等教育局初等中等教育企画課 

 『公立小・中学校における教育課程の編成・実施状況』     栃木県教育委員会 
 『学校評価の手引き』（平成17年３月）           栃木県教育委員会 
 『学校評価Q&A － 明日の学校づくりのために －』（平成17年３月） 

栃木県総合教育センター 

 『平成16年度 生きる力をはぐくむ教育に関する調査報告書』 
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資 料 

学校評価に関する教職員の意識に関する調査結果の概要 
 

１．調査のねらい 

 本県教職員の学校評価への取組に対する意識の調査を通して、従来から取り組んできた学校評価の

成果や課題について明らかにするとともに、今後の取り組むべき方向性を探る。 

 

２．調査の概要 

(１)調査方法        質問紙方式 

(２)調査の期日       平成17年５月17日～６月２日 

(３)調査対象者及び回答者数 ５年目研修受講者  49名（小学校24名、  中学校25名） 

               10年目研修受講者153名（小学校74名、  中学校79名） 

               20年目研修受講者283名（小学校160名、中学校123名) 

 ３．アンケート項目  
   設問１ 学校評価の有用感  

(１) 学校評価は、教育活動や学校経営の充実改善に役立っていると思いますか (表１ )  
   設問２ 学校評価に関する教職員個々の取組状況  

(１)  学校経営の構想や重点目標をよく理解して学校評価に臨んでいる (表２ ) 
(２)  授業の充実改善を図るため、児童生徒による授業評価を取り入れている (表３ ) 
(３)  学校評価の結果をもとに学年経営や学級経営の見直しを図っている (表４ ) 
(４)  学校評価の結果をもとに授業の充実改善を図っている (表５ ) 
(５)  教職員による学校評価に積極的（意欲的）に取り組んでいる (表６ ) 
(５)-１ 積極的に取り組んでいる理由(８つの選択肢の内３つまで回答)(表７) 
(５)-２ 積極的に取り組んでいない理由(７つの選択肢の内３つまで回答)(表８) 

   設問３ 学校評価に関する意識 (図１ ) 
(１)  学校評価は、学校経営、学年経営、学級経営の改善に役立つ  
(２)  学校評価は、児童生徒の理解に役立つ  
(３)  学校評価は、施設設備の改善や整備に役立つ  
(４)  学校評価は、学校行事等の改善充実に役立つ  
(５)  学校評価は、授業の充実改善に役立つ  
(６)  学校評価は、校務分掌などの仕事の向上に役立つ  
(７)  学校評価は、学校全体で取り組むことで、教職員の意欲の喚起が図れる  
(８)  学校評価は、学校全体で取り組むことで、教職員の共通理解が図れる  
(９)  保護者が学校評価を行うことは、保護者との連携した取組に役立つ  
(10)  地域の人々や学校評議員が学校評価を行うことは、地域の人々との連携した取組に役

立つ  
(11)  保護者は、学年や学級の目標がどの程度達成されているか知りたがっている  
(12)  評価の結果を保護者や地域の人々に公表することは、学校への信頼を高めることがで

きる  
(13)  児童生徒や保護者等に、学校の目標、計画や取組について、あらかじめ知らせておく

ことは大切だ  
(14)  保護者や地域の人々、学校評議員等外部の人たちによる学校評価は大切だ  
(15)  評価結果を集計して、保護者や地域の人々、学校評議員等に公表することは大切だ  
(16)  児童生徒による授業評価は、授業の充実改善を図るため大切だ  
(17) 学校評価を行って学校経営の改善を図るのは、管理職の仕事だ  

   設問４ 学校評価への課題意識  
(１)   学校評価について課題を感じていることはありますか(表９) 
(１)-１ どのような課題を感じていますか(表 10) 
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４．調査結果 

表１ 学校評価に関する有用感 

  役立っている あまり役立っていない わからない 

 小学校 ５４．７％ ２８．３％ １７．１％

 中学校 ５５．３％ ３０．１％ １４．６％

 全 体 ５５．０％ ２９．１％ １５．９％

 
表２ 学校経営の構想や重点目標をよく理解して学校評価に臨んでいる 

 よくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 

 小学校 ８．８％ ７２．９％ １８．２％ ０．０％ 

 中学校 ８．２％ ６８．０％ ２２．４％ １．４％ 

 全 体 ８．５％ ７０．７％ ２０．１％ ０．６％ 

 
表３ 授業の充実改善を図るため、児童生徒による授業評価を取り入れている 

 
 
積極的に取り 
 
入れている 

 
取り入れている 

 
あまり取り入れ 
 
てない 
 

 
取り入れていない 

小学校 ２．８％ ２８．５％ ５４．２％ １４．５％

中学校 ５．４％ ２５．９％ ４７．６％ ２１．１％

全 体 ４．０％ ２７．３％ ５１．２％ １７．５％

 
表４ 学校評価の結果をもとに学年経営や学級経営の見直しを図っている 

  
図っている 

 
どちらかといえば 
 
図っている 
 

 
どちらかといえば 
 
図っていない 

 
図っていない 

小学校      １２．３％        ６８．２％        １８．４％       １．１％ 

中学校      １２．４％        ５６．６％        ２６．２％       ４．８％ 

全 体      １２．３％        ６３．０％        ２１．９％       ２．８％ 

 
表５ 学校評価の結果をもとに授業の充実改善を図っている 

  
図っている 

 
どちらかといえば 
 
図っている 
 

 
どちらかといえば 
 
図っていない 

 
図っていない 

小学校      １０．６％        ６３．７％        ２３．５％       ２．２％ 

中学校       ９．５％        ６２．６％        ２３．１％       ４．８％ 

全 体      １０．１％        ６３．２％        ２３．３％       ３．４％ 

 
表６ 教職員による学校評価に積極的（意欲的）に取り組んでいる 

  
よくあてはまる 

 
どちらかといえば 
 
あてはまる 
 

 
どちらかといえば 
 
あてはまらない 

 
あてはまらない 

小学校      １１．１％        ６９．４％        １８．９％       ０．６％ 

中学校      １２．９％        ６０．５％        ２４．５％       ２．０％ 

全 体      １２．４％        ６４．１％        ２２．６％       １．０％ 
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表７ 積極(意欲)的に取り組んでいる理由 
（あてはまる ｎ＝５９  どちらかといえばあてはまる ｎ＝３１０） 

 全 体 小学校 中学校 

学年経営、学級経営の改善に役立つ ４４．４％ ３７．３％ ５１．９％ 

授業の充実改善に役立つ １９．９％ １３．３％ ２６．９％ 

児童生徒の理解に役立つ ２６．４％ ２４．７％ ２８．２％ 

施設の改善整備に役立つ ２３．９％ ３０．７％ １６．７％ 

学校行事等の改善に役立つ ６３．０％ ６６．３％ ５９．６％ 

課題が明確になり、解決に取り組める ７５．２％ ７７．１％ ７３．１％ 

評価の観点に立った教育実践ができる １２．１％ １５．７％   ８．３％ 

その他   ０．９％   ０．６％   １．３％ 

 
表８ 積極(意欲)的に取り組んでいない理由 
（どちらかといえばあてはまらない ｎ＝１０９  あてはまらない ｎ＝５） 

 全 体 小学校 中学校 

評価が改善に生かされない ５４．５％ ４８．８％ ５８．６％ 

評価項目をじっくり検討する時間がない ６１．６％ ６８．３％ ５６．９％ 

年度当初に評価項目や観点が示されていない ２７．３％ ２４．４％ ２９．３％ 

学校運営に参画しているという意識が持てない １９．２％   ４．９％ ２９．３％ 

自分の授業の改善や学級経営に役立つと思えない   ３．０％   ７．３％   ０．０％ 

評価表が記名式で率直な意見が述べられない １９．２％ １９．５％ １９．０％ 

その他 １１．１％   ９．８％ １２．１％ 

 
表９ 学校評価について課題を感じていることはありますか 

 あ る な い 

 小学校 ７６．７％ ２３．３％

 中学校 ６８．６％ ３１．４％

 全 体 ７２．９％ ２７．１％

 
表10 どのような課題を感じていますか 

    全  体   小学校   中学校 

評価項目が具体的でない     ２７．１％      ２６．８％     ２７．５％

判断基準が明確でない     ５６．８％      ５４．１％     ６０．１％

評価したことが改善に生かされない     ４５．８％      ４４．８％     ４７．１％

評価計画ができていない      ７．８％       ８．２％      ７．２％

学校評価に取り組む教職員の意識     １６．７％      １１．３％     ２３．５％

教職員が協力して改善を図らない     ２５．６％      ２０．１％     ３２．７％

経営方針の説明の仕方      ７．８％       ７．７％      ７．８％

評価結果の公表の仕方     ２３．９％      ２７．３％      ０．０％

その他      ６．１％       ７．７％      ０．０％
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図１ 学校評価に関する意識 
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(17) 学校評価を行って学校経営の改善を図るのは、管理職の仕事だ

(16) 児童生徒による授業評価は、授業の充実改善を図るため大切だ

(15) 評価結果を集計して、保護者や地域の人々 、学校評議員等に公表すること

は大切だ

(14) 保護者や地域の人々 、学校評議員等外部の人たちによる学校評価は大切

だ

(13) 児童生徒や保護者等に、学校の目標、計画や取組について、あらかじめ知

らせておくことは大切だ

(12) 学校評価の結果を保護者や地域の人々 に公表することは、学校への信頼

を高めることができる

(11) 保護者は、学年や学級の目標がどの程度達成されているか知りたがってい

る

(10) 地域の人々 や学校評議員が学校評価を行うことは、地域の人々 との連携し

た取組に役立つ

(9) 保護者が学校評価を行うことは、保護者との連携した取組に役立つ

(8) 学校評価は、学校全体で取組むことで、教職員の共通理解が図れる

(7) 学校評価は、学校全体で取組むことで、教職員の意欲の喚起が図れる

(6) 学校評価は、校務分掌などの仕事の向上に役立つ

(5) 学校評価は、授業の充実改善に役立つ

(4) 学校評価は、学校行事等の改善充実に役立つ

(3) 学校評価は、施設設備の改善や整備に役立つ

(2) 学校評価は、児童生徒の理解に役立つ

(1) 学校評価は、教育活動や学校経営の充実改善に役立つ

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない

(1)学校評価は、学校経営、学年経営、学級経営
の改善に役立つ  

 

(2)学校評価は、児童生徒の理解に役立つ  
 

 

(3)学校評価は、施設設備の改善や整備に役立つ
 
 

(4)学校評価は、学校行事等の改善充実に役立つ
 
 

(5)学校評価は、授業の充実改善に役立つ  
 

 

(6)学校評価は、校務分掌などの仕事の向上に役
立つ  

 

(7)学校評価は、学校全体で取り組むことで、教
職員の意欲の喚起が図れる  

 

(8)学校評価は、学校全体で取り組むことで、教
職員の共通理解が図れる  

 

(9)保護者が学校評価を行うことは、保護者との
連携した取組に役立つ  

 
(10)地域の人々や学校評議員が学校評価を行う

ことは、地域の人々との連携した取組に役
立つ  

 
(11)保護者は、学年や学級の目標がどの程度達

成されているか知りたがっている  
 
(12)評価の結果を保護者や地域の人々に公表す

ることは、学校への信頼を高めることがで
きる  

 
(13)児童生徒や保護者等に、学校の目標、計画

や取組について、あらかじめ知らせておく
ことは大切だ   

(14)保護者や地域の人々、学校評議員等外部の

人たちによる学校評価は大切だ  
 
(15)評価結果を集計して、保護者や地域の人々、

学校評議員等に公表することは大切だ  
 
 

(16)児童生徒による授業評価は、授業の充実改

善を図るため大切だ  
 
(17)学校評価を行って学校経営の改善を図るの

は、管理職の仕事だ  
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